
― 1 ―

令和２年第４回足寄町議会定例会議事録（第４号）
令和２年１２月１１日（金曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 佐々木 雅 宏 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 横 田 晋 一 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 中 鉢 武 志 君



― 2 ―
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午前１０時００分 開議

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはようご

ざいます。

全員の出席でございます。

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） 昨

日開催されました、第４回定例会に伴う議会

運営委員会の協議の結果を報告いたします。

本日は、昨日に引き続き、一般質問を行い

ます。

次に、町長から行政報告を受けます。

次に、議案第１１３号の提案説明を受けた

後、即決で審議いたします。

次に、議案第１０４号から議案第１１２号

までの令和２年度補正予算の提案説明を受け

た後、即決で審議をいたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 一般質問

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 昨日に引

き続き、一般質問を行います。

９番髙橋秀樹君。

（９番髙橋秀樹君 登壇）

○９番（髙橋秀樹君） 昨日に引き続き、一

般質問をさせていただきます。

昨日、私のほうの質問が現在のホームペー

ジ上でアクセス数が大体どのぐらいあるのか

と、そしてホームページから入ってどこのサ

イトに飛んでいっているのかという質問をさ

せていただいておりますので、そこの回答か

ら頂きたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

本年の４月から１１月までのアクセス数で

ございますが、全体で約４５万アクセスがご

ざいます。大体月平均で５万５,０００から

６万程度のアクセス数になってございます。

それで、昨日の御質問について、コロナの

関係、それとふるさと納税の関係へのアクセ

ス数についてのお答えでございますが、コロ

ナ関係にアクセスされた方は４月から１１月

までの実績で約８,０００アクセスでござい

ます。続いて、ふるさと納税の関係につきま

しては、約２,２００アクセスでございま

す。基本的にふるさと納税の場合は、基本的

にふるなびとかのふるさと納税のポータルサ

イトから納税の関係に入っていくと思います

のであまり、足寄町のふるさと納税をしたい

という方の場合は足寄のホームページを見て

ふるさと納税のサイトに入っていくかと思い

ますが、基本的にはふるさと納税のポータル

サイト、今足寄町では３社、ポータルサイト

をやっておりますが、そちらのほうのアクセ

スが多いのかと思われます。

あと、一応ＰＣとスマホからのアクセス数

もちょっと出ますので見たところ、大体パソ

コンとスマホの割合ですか、ホームページを

見ている割合は今のところ６対４、大体６対

４という結果になってございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） ８か月ですか。８か

月で４５万アクセス。月で５万アクセス、結

構来てる、ホームページを見られている方が

多いなという印象を受けています。

その中で、コロナが８,０００件、１か月

約１,０００件ぐらいの方がやはり見られて

いる。１人で何回もそこに入るという場合も

ありますので、１,０００件というのが多い

のか少ないのかと言われると、だけれどもや

はり結構気にして見てらっしゃるのだなとい

うのは率直な印象です。やはりこういうよう
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な状態でいるということは、コロナ関連でど

ういうふうなところを見にいったかはちょっ

と分からないですけれども、やはりもっと今

後の次回のやつは見やすくしていただけると

ありがたいかなというふうに、改めて思いま

したので今後ともよろしくお願いしたいと、

そのように思います。

続いて、３番目の質問に入りたいと思いま

す。

今度はテレワークで、足寄町としては５０

％目標にしていたという形で答弁書のほうに

は書いてございますが、実際は２６.５％で

推移してしまったというふうな形で答弁書の

ほうに書いてあります。

やはりこういうコロナ禍、もしくは今度は

清水町にクラスターが発生したという場合

は、同じようにこういうテレワークがしなけ

ればいけないという状況下に置かれる可能性

があると。そうしたときにやはり、日頃と

言ったら変なのですけれども、ある程度訓練

みたいなのはもう先にやらなければいけない

のかなというふうにも思います。そういう

やっぱり非常事態にどういうふうに対応する

かというのが大切だと思うのですけれども、

そのあたりどのようにお考えなのかお聞かせ

ください。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

まさにおっしゃるとおり、コロナ禍で職員

が清水町役場みたいに職員が感染してああい

うクラスターが発生した場合、報道を見ます

と大変職員が出勤できなくなって町民の皆様

にも御不便をおかけしたというような報道を

受けております。

私どもといたしましても、当然ＢＣＰとい

いますか、業務継続計画はまだ策定しており

ませんが、その辺も含めて万が一職員が感染

した場合の今後の事務の進め方等について計

画等の作成するかどうかちょっと今申し上げ

られませんが、含めて業務が継続できるよう

検討協議してまいりたいと考えておりますと

ともに、例えばテレワーク、在宅勤務、今回

実施しまして職員からも意見等を募集してお

ります。そのときにはやっぱりなかなか今回

公文書も、緊急的に実施した在宅勤務なもの

ですから、公文書、個人情報入ったものはだ

めですけれども、個人情報の持ち出しも可能

といたしまして、在宅勤務を行ったところで

ありますが、今回町長お答えしていましたと

おり、実施率が全く、全くというか目標の半

分程度となってしまったということで、やっ

ぱり個人情報を扱う部署が非常に多いという

ことがございまして、ではその個人情報にア

クセスできるような仕組みづくりについて検

討してまいるのですが、今後総務省もいろい

ろその業務の現在３つに分けて、個人番号事

務、それと業務系のインターネット接続系と

業務系のやつ、それとインターネット系で３

つに分かれているのですが、その仕組みも既

に総務省についてはインターネット系のほう

に一部業務を持っていくような考えも検討さ

れているようで、今後技術というかどのよう

に変わるかも分からないですから、今後その

辺も含めて情報収集を含めていろいろ、多分

目まぐるしく急速に変わっていくと思います

ので、その辺を勘案しながら今後そのような

仕組みづくりを検討してまいりたいと思って

おります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） そうですね。やはり

非常事態のときにどのように対応していくか

は非常に重要だと思います。在宅勤務といい

ましてもやはり個人情報に絡むものが非常に

多いと。それに対してどのようにその情報を

守っていくのか。ただただ自宅に帰って仕事

をすればそれで個人情報が見られるような仕

事まで行けるのかというと、それはちょっと

難しいのだというふうに考えています。

その中でやはり出退勤の、テレワークに

なったときに出退勤の管理等々どのようにす

るのかというふうになるとやっぱりかなり難

しくなると思うのです。やはり今もう大手企
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業であれば１人にＩＣカードを持って、出勤

時にはぴっとやりながらやっていくだとか、

コンピューターにアクセスするときはそれを

確実にアクセスキーとして使うとかというこ

とをやらなければそのパソコンが開けない、

当たり前のことなのでしょうけれども、です

けれども、そういうことを自宅でもできるよ

うな形、それから出退勤の管理まで足寄町が

できるような形を取っていくべきではないの

かなというふうにも考えるのですけれども、

その辺についていかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

今回在宅勤務実施した関係で、実際に業務

を開始した、あるいは終了した、基本的には

勤務時間内の業務ということで実施したわけ

でありますが、確かに髙橋議員おっしゃるよ

うに本当に仕事をしているのかというのが実

際分からないところなのです。それで、例え

ば総務課の例ですと、例えば業務を開始した

ら、今回の在宅勤務におきましては業務開始

したらきちんと電話をするようにと、あるい

は業務が終わった５時５分以降には電話で終

了した旨を報告しなさいということで実施し

た例がございます。ただ、確かに労務管理、

非常に在宅勤務は労務管理が非常に難しいと

思います。おっしゃるように民間というか、

基本ログ管理ができればログ管理で業務がど

のような仕事をやっているかということは民

間ではそのようにやっているようですが、そ

の辺も含めて検討してまいりたいと思ってお

ります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） そうですね、やはり

労務管理もしっかりと検討していただかない

と、何だろうな、行政側というのは本当に個

人情報の塊のようなところですので、しっか

りとやっていっていただきたいなと、そのよ

うに感じております。そうですね、あとはい

いですね。

続いて、ウェブ会議についての質問をさせ

ていただきます。

このウェブ会議なのですけれども、今回５

月以降記録されているので８４回というふう

になっております。かなりの量だと思うので

すけれども、これかなり出張旅費が節約され

た、節約というのですかね、というふうに思

います。これ大体前年対比というか、どのぐ

らい削減されているのか取りあえずお聞かせ

を願います。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

今回８４回のうち札幌等の出張、本来札幌

に行くことだった出張につきまして、その代

替手段としてウェブ会議、テレビ会議になっ

たものにつきましては、旅費につきましては

約５０万円の削減効果がございました。た

だ、ウェブ会議に置き換わらなかった、そも

そも会議が中止になったというのがかなりの

数ありますので、実際のところ旅費について

は一応調べましたが、一般会計だけでいいま

すと約４,０００万円程度の予算額がござい

ます。そのうち実際の執行率につきまして

は、１２月１０日現在、昨日現在ですけれど

も、１７.８６％と非常に低い執行率になっ

ているということで、かなり出張等はそもそ

もなくなっているという状況でございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） ４,０００万円のう

ち１７％しか使われていないという表現です

か。すごいですね。このウェブ会議によって

５０万円削減されたという実質的な数字、そ

れから１７％しか執行されていない、今後も

多分執行率でいけばあと３か月ちょっとです

か。その中で、執行率が３０％ぐらいで終わ

る可能性もあるということですかね。そうし

たら３,０００万円ぐらい余る可能性がある

と、執行されないという可能性があると。こ

れちょっとかなり、よかったことなのかどう

なのかちょっと分からないのですけれども、
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これで出張旅費が大分浮きました。その分を

何かに使えるのかというとそんなに使えるよ

うな形にもならないとは思うのですけれど

も、やはりこのウェブ会議が今後主流になっ

ていくというふうに思います。そういった中

で、ウェブ会議の今の現状、使いやすいだと

か使いにくいだとか、今後やっぱりこれは残

り続けるのであろうというふうに私は思うの

ですけれども、率直な意見としてどのような

感想をお持ちなのかお聞かせを願います。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

第３回の定例会に大型モニター等を予算議

決を頂きまして、実際に大型モニター等をそ

ろえて実際に活用しているところでございま

す。

それでパソコン等でウェブ会議するのも大

変、それが正常なのですけれども、大型モニ

ターを見て大きな画面で会議を行うというこ

とで大変使い勝手がよくて、大変スムーズな

運営ができていると考えているところでござ

います。

あと、基本的に今後もウェブ会議について

は私どもというか足寄町、あるいは陸別町、

広尾町だとか非常に遠いところから帯広市へ

出張するということはよくあるのですが、そ

の往復時間も短縮されるというメリットもあ

ることもありますので、今後も十勝町村会等

の会議についても、ウェブ会議で活用したい

ということも町村会のほうで言っておりまし

たので、今後も続けて、あるいはそういう

ウェブ会議が今後も増えていくのではないの

かなというふうに推察しているところでござ

います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） もう時代、コロナ禍

においてある意味よかったのかなというふう

に思いますね、ウェブ会議ができるように

なって。出張が減るというのは、役場職員の

方にはいろいろな、その場に行って人と本当

に対面していろいろな勉強してという場面も

あるでしょうし、ということがあると思うの

ですけれども、やはり無駄とは言わないです

けれども、出張旅費が４,０００万円の中

で、これが今後削減されていく可能性がある

というところにつながるという一つの事例が

出てきたのかなというふうに私は思います。

非常にこれ今後も活用していってもらえれば

よろしいかと思いますので、ぜひとも活用の

ほうよろしくお願いをいたします。

続きまして、５点目のほうに質問を移らさ

せていただきます。

５点目なのですけれども、実をいうと、こ

れ答弁書見させてもらって非常にびっくりし

ました。私、ゼロ回答だと思っていたのです

よね。その中で、こういうＩＣＴを使って福

祉課のほうでこういうことを考えていらっ

しゃる、何となくでしょうけれども、まだほ

とんど考えられていないとは思うのですけれ

ども、具体的にある程度の何となくの概要

等々考えていらっしゃることがあればお伝え

願いたいなというふうに思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの質問

にお答えいたします。

髙橋議員がおっしゃるとおり、具体的なこ

とはまだ何も考えていないのですけれども、

今ですと緊急通報システムという有線での電

話でのやり取りとか、実際にお伺いをする方

が、介護サービスを提供する方とか、例えば

地域で協定している郵便局とか、そういう方

が訪問したときに何らかの異変を感じてとか

という見守りというのは、あと御近所の方が

いったりとかという見守りはあると思うので

すけれども、こういうことが整備されること

によりまして、もしかしたら例えばカメラで

映像を送るとか、何かそういうようなシステ

ムをいろいろ開発されていると思いますの

で、遠方にお一人でお住まいの方が、高齢者

の方がいたとして御家族がそういうのを例え

ば利用したいというのであれば、そういうの

を支援したりとかということもできるかなと
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思います。町が直接導入するかということは

ちょっと分かりませんけれども、いろいろな

システムが日々開発されていると思いますの

で、検討していく価値はあるのかなというふ

うに思っています。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） これ本当に緊急通報

システムであり見守りであり、ウェブ会議の

ように画面を見ながら安否確認というかがで

きるというシステムが多分もう世の中には出

ているのでしょう。その中でやはりそういう

のを使うことによって、足寄の場合は何かが

あってから行くまでの間が非常に距離的問題

が多いのだと思います。その中で、そういう

のをのまずどういう事象なのかと聞けるな

り、お話ができるということは非常にこの光

回線ができることによって、いろいろな状況

がその場で瞬時に判断ができるようになると

いうのは非常にすばらしいシステムなのであ

ろうなというふうに思っています。やはり足

寄の場合は、今であれば多分行かなければい

けないという時間だけに２０分も３０分もか

かっているとか、人件費の削減にもなろうと

いうふうに考えているのですけれども、その

辺多分なろうというふうになるのだと思いま

す。ですから、人材の確保も今後困難だと思

われますので、そういうことに対してこうい

うシステムを入れていくということは非常に

有益なものであると思いますので、どんどん

進めていってください。

質問はこれ以上いたしません。多分何もな

いと思います。

それでは、続きまして６番目のＧＩＧＡス

クールについての件に移らせていただきま

す。

６月定例において少しＧＩＧＡスクールに

ついてお話を伺っているところでございま

す。

再度であるのですけれども、ＧＩＧＡス

クールについてどのようなお考えを持ってい

るのか、かいつまんででよろしいですので説

明をお願いをしたいなというふうに思ってお

ります。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

ＧＩＧＡスクール構想につきましては、御

案内のとおり要するに社会が高度情報化に

なってきていると。それにしなやかに対応す

べくこのＩＣＴ教育の充実ということが学校

教育で求められております。したがってこれ

は最終的に実社会で活用して幾らというもの

ですから、小中学校においては様々な教育の

基礎基本を培う場で、高校においてはさらに

その学びを深めて実社会の即戦力として対応

できる、こういう教育の小中高のシームレス

な関係というのですかね、そこに初めてそう

いう効果が現れると思うのですよね。そんな

ことで、小中高とも今日的な教育課題であ

り、国の段階でも技術立国、科学立国日本と

いうことで、文科省などもＧＩＧＡスクール

構想については重要な施策として位置づけて

いると、そういうことで今年度本町において

も小中学校もう既に１人１台のタブレット端

末が生徒に配布されて、実際学校の教育授業

の中で活用されていると、そういうことでご

ざいますので、御理解のほどよろしくお願い

します。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） ＧＩＧＡスクール１

人１台端末がもう整備されております。小学

校で３０３台、中学校で１７５台と。

これ、ＧＩＧＡスクール構想によって、答

弁書のほうには１２月に教職員のスキルを上

げるためにいろいろなことを開催、研修をし

ているというふうにお伺いをしました。

先生は教えることのプロですよね。ＧＩＧ

Ａスクールになると、もちろん教育をすると

いうプロがその教育課題に対して教え込んで

いくということはできるのだというふうに認

識はしています。それは当然だ。しかし、今

度ＧＩＧＡスクールにおいて、ネットワーク

だとかハード面の、例えばプログラミングを
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するだとか、そういうふうになっていったと

きに、先生がそれに対応できるのかなと。簡

単に率直にちょっと思うのですけれども、そ

の辺というのはどのようにお考えなのか、お

聞かせ願います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 何事も

そうですけれども、そういういろいろなハー

ドの基盤を整備しても、実際それに魂が入っ

てなかったら活用されないということですよ

ね。他方、教員については御案内のとおり、

それぞれの大学で養成をして、そして都道府

県教育委員会の適性テストのもとに採用され

て、そして現場に入ると現場研修と、こうい

う３層になっているのですよね。今のような

時代を反映したようなこういうＩＣＴ教育に

ついては、ほとんど我々の年代から以下の今

でいう４０代くらいまでの先生方くらいまで

ですか、あまりそういう教育受けてきていな

いと思うのです。３０代くらいの先生方はあ

る程度いろいろなこと関わってきていると思

うのですけれども、これからの先生はそうい

う養成段階でもそういう勉強してきますけれ

ども。したがって、実際にその現場では今こ

ういう基盤を整備しても実際それが使われな

かったら意味ないので、やっぱり先生方のど

うやってそれを研修を通してそういう指導の

テクニックを身につけていくかというのは、

これは本当に全国的な今問題なのですね。そ

ういうことで私もついこの間ちょっと校長会

でも話したのですけれども、好むと好まざる

にかかわらず、取りあえずこれ今社会がそう

いうふうにもうシフトでなくてチェンジされ

てきているから、この１０年間はある程度

ゴールを見据えて、ゴールを見据えて、そし

てもう本当にＩＣＴというのですかね、それ

も本当にそれをどうやって教育の中で指導体

制、研修も含め、あるいは教職員の資質向上

も含め、さらに言うならば、それぞれ組織と

しての指導体制なども構築する中で進めてい

くのかというの、これは大きな学校経営上だ

けでなくて運営上の課題ではないかという話

をしたのですけれども、やがてこういうもの

がどこかで曲がり角は来ると思うのですけれ

ども、今はやっぱり社会がもうそれ一辺倒に

なっていますから、そっちにあれしていくし

かないのだろうなと。したがって、それぞれ

の学校、規模の多寡にかかわらず今はやっぱ

り学校でいうＩＣＴ教育に向けた研修に非常

に重点、重心を置いていると、そういうよう

な状況でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） やはりこのＩＣＴ教

育、非常に期待をする部分でもあります。や

はり１人１台端末が当たって、それでそれこ

そ自分のウイークポイントなりを再度何回も

勉強をし直すことができる。分からないこと

も、例えば授業であればそのままばっと流れ

てしまうけれども、もう一回立ち戻ってその

授業を多分また自分が習得するまでできるよ

うな環境が整うのだというふうに私も思って

おります。

やはり、今本当に目まぐるしく、教育長が

おっしゃるように、世の中が変わっている中

で、このコロナ禍において、非常に足寄町に

は早く端末が入るようになって、ある意味ほ

かの町村より先にスタートができる可能性が

ある。ちょっと郡部校とか回ってネット環境

がうまくいってないというのもあるのですけ

れども、これも二、三年後には解消されてく

るのだと、そういうふうに考えております。

その中で、やはり教える側、もう小学生とか

中学生というのはもう世の中が当たり前に携

帯電話である時代ですから、勝手にパソコン

見て携帯見てネット入っていって、勝手にい

ろいろな調べ物をして、もう僕らの時代とは

もう全く違う環境下が生きているわけですよ

ね。非常にやっぱりギャップというかな、子

供の吸収力は早いのですけれども、大人にな

ればというか、年を取れば取るほど吸収力が

どんどん遅くなっていってついていけないと

いうか。やっぱりそこの中で教師の人も子供

に合わせる、今までのように一方通行の教育

ではない、そういう状況の中で、その子供た
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ちに対応していかなければいけないというの

は非常に苦しいものが僕はあると思います。

その中で、やはり教育というのは非常に重要

なものですから、先生方には本当にこの１０

年、何年になるか分からないのですけれど

も、頑張っていただきたいなと思います。

その辺について、教育長、どういうような

お考えを持っているのか、ちょっとやっぱり

いろいろ不安な部分もあるのですけれども、

期待なのか不安なのか、子供たちがどのよう

に育っていくのかというのは、何となく多分

教育長ですからイメージしている部分がある

と思いますので、その辺ちょっとお伺いをし

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

大変難しい問題なのですが、私自身もそう

いうものに、電子機器的なものについては非

常に疎いほうなのですけれども、教育の使命

というのは大別すると、一つはどんなに時代

や社会が変わっても大切なものを、これは伝

えていく、教えていく、育んでいく。もう一

つは教育の流行と言うのですけれども、その

時代や社会に適応しなければならない、最近

は社会が非常に変遷が激しいものですから、

教育も本質的なものもありますけれども、そ

のことよりも社会の変化に対応するように

は、それに堪えていけるような対応していけ

るような、そういう教育が非常に多いのです

よね。ある種これ現場の悩みでもあるのです

けれども、じっくり地に足をつけて子供たち

に教育を施していけない、昔の私たちのやっ

ていたころから見たら随分そんな感じがしま

す。いわゆる一言で言うと、教育の流行に対

応することがすごく多い。まさにこのＩＣＴ

教育などもそうですよね。そういう中にあっ

て、自分が得意だとか好きだとか嫌いだと

か、教育の流行だとか不易だとかというので

はなくて、やっぱり大事なものについては

しっかり教えていかなければならないので、

先生方はそういう意味で、校長のリーダー

シップの下、組織的にＩＣＴ教育を学校の指

導文化としてどうやってシステマチックにし

ていくか、そこのところに今大きな比重を置

いているのでないかなと。他方任命権者であ

る都道府県、北海道教育委員会や、あるいは

服務監督権者である我々市町村教育委員会と

いうのは研修の機会をどういうふうに確保し

ていくのか。さらに研修の機会を確保して

も、今は働き方改革などで教員の多忙化とい

うのを随分言われていますが、実際先生方が

研修に出られるような、そういう、何という

のでしょうかね、在り方を保証してやるの

か、この辺が非常に大事でないのかなと。

今までもそうですけれども、社会の変遷と

ともに教育のいろいろなことがあって、かつ

ての５０代後半ぐらいの人、議員の方々覚え

ていると思うのですけれども、学校にＬＬ教

室ありましたよね。ランゲージラボラトリー

というのですけれども。あれが利用されたの

は私は見ていません。足寄中学校にありまし

た。したがって、今回のこういうような教育

の流行の部分については、必ずしも出発点が

学校からの先生方からのニーズではないので

すよね。でも国の段階で社会づくり、あるい

はグローバル化に対応するという視点で見た

ときに、これはどうしても必要だということ

で国のほうで重要施策としてやっているわけ

ですから、やっぱりそれにも堪えていかなけ

ればならない。その辺のギャップをどう埋め

るかと。したがって、現場の管理職のリー

ダーシップがなく先生方の意思が乏しけれ

ば、どうしてもそこからの発信のニーズでは

ないので、隅にやられがちになるのですよ

ね。したがって、教育委員会としても校長会

等を通して、そうならないようにど真ん中に

当面この１０年間は発展に対応できるよう

に、その辺については適切に指導指示をして

いかなければならないなと、そんなふうに

思っていますので、意を酌んでいただければ

なと思います。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） やはり先ほど僕言い
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ましたけれども、先生は教えるのがプロ、そ

の先生が教えたい、ある意味ですね、先生が

教えなければいけないことというかは先生が

やっている。だけれども、先生がこう変えた

いのだよというのではなくて、国のほうから

いろいろなシステムを与えられて、そこの中

で今度は先生が変わらなければいけないとい

う、何かねじれたような構造になっているの

だと、そういうふうに思います。やはり突

然、例えば国語の先生、数学の先生、社会の

先生にＧＩＧＡスクールができたから端末を

渡すぞと、これ使って何でもやってくれ、だ

けれどもソフトは自分でつくるのかいろいろ

編集しなければいけない、その業務があるだ

とか、例えばネットワークが何か壊れたよと

いう業務も出てきて、今の先生の仕事以上に

プラスアルファの仕事がどっと乗ささってく

るのだというふうに考える部分があります。

ＧＩＧＡスクールの構想の中でいろいろ僕

も調べているうちに、サポート員システムと

いうのがあるのですね。このサポート員、Ｉ

ＣＴサポートでしたか、こういうシステムに

ＧＩＧＡスクールサポーターだとか、いろい

ろあるようなのですけれども、あとＩＣＴ指

導員だったかな、技術者の、そうですね、Ｉ

ＣＴ指導員ですね。そういうところに足寄町

として補助職員というのか、指導員だという

のかを配置するという計画というのはないの

でしょうか。

○議長（吉田敏男君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 先ほど

言いましたように、そういう教育に新しい風

が起こってくる場合について、必ず国の段階

からそういうサポート員、これは大きく言う

と学校を地域全体で支えようと、行政も含め

て、それから関係機関も含めて、そういうあ

れなのですけれども、今回のこういうＩＣＴ

教育などについては要するに、非常にある意

味ではハードなども含めて専門性が高いです

よね、そういう電子機器ですから。そういう

場合は民間の方、あるいは団体なども含めて

国のほうでそういうサポート体制を取ってい

こうと、そういう制度というのですかね、シ

ステムだと思うのですけれども、教育委員会

の守備範囲というのは義務教育ですから、義

務教育の範疇では必ず指導の、何というので

すかね、マニュアルみたいなもの先生方あり

ますし、それほど高度なものを指導内容とし

ては教えるというものではない。取りあえず

直近プログラミング教育などもありますけれ

ども、結局そういうことでそういうものを通

して情報の活用能力だとか、あるいは問題を

発見し課題を解決する、そういう中で思考力

を、これはその道のその人たちが言っている

のですけれども、私はちょっとそこには疑問

も挟む感じもあるのですが、いずれにせよ、

そういうことですので、ハードの部分につい

ては町にも専門家もいますし、必要に応じて

学校も校長の要望なども聞きながら、そうい

う専門機関とも連絡を必要に応じて図ってい

きたいなと、そんなふうに考えております。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 分かりました。

しっかりとこの指導員なりを活用していた

だけるような環境をつくっていただきたいな

と、そのように思います。

ＧＩＧＡスクールについては、先ほど教育

長ちょっと触れましたけれども、高校生にも

ＧＩＧＡスクールというのは入ってますね。

足寄高校はまだ入っていないというか、これ

足寄町が管轄するものではないと思いますの

で、しかしこれ足寄高校にも必ずＧＩＧＡス

クールが導入されてくるのだというふうに

思っています。そのときに、端末とかそうい

うものをやはり町として支援をしなればいけ

ないときが来る可能性があるのかなというふ

うに考えております。それについてどのよう

にお考えなのかお伺いをいたします。

○議長（吉田敏男君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） まず足

寄高校存続についての教育委員会の基本的ス

タンスをお話をちょっとさせていただきたい

のですが、御案内のように足寄高校の存続と

いうのは町の活性化だとか、あるいは衰退を
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直結する重要な問題であると。したがって前

町長から現町長も含めて重要施策として位置

づけられているし、議員の議会の特段の御理

解も頂きながら教育委員会としてもでき得る

範囲というのですかね、でき得る限りという

のですか、そういう支援体制を継続していま

す。

そういう中で、ＩＣＴ教育に不可欠なタブ

レットのあれなのですが、先ほど言ったよう

にやっぱりシームレスな状態で学んで初めて

実社会に役立つわけですから、ただ基礎基本

の部分だけではちょっと、そういう意味で、

足寄高校生の人材育成だとかという観点にあ

れしても、やはり支援は必要でないかなと私

も個人的に思っていますし、実際に高校の校

長、教頭先生、さらには足寄高校の振興会の

会長さんとも今までも支援の在り方について

協議をし、必要に応じて調整も進めてきまし

た。がしかし、昨日のニュースというか情報

なのですけれども、これは公式にあるのです

けれども、文科の大臣が今回の３次補正で提

唱したのです。そして、２０２２年度には高

校に１人１台の端末、タブレットの環境整備

を進めたいと、そういう見解を述べられてい

るのですね。そういう中にあって、教育委員

会としてはそういう国や道のそういう動きを

きちんと踏まえながら、踏まえながら高校さ

んやあるいは振興会、その他関係他団体とも

綿密な連携をしながら支援の在り方を詰めて

いきたいなと、そんなふうに考えております

ので、お願いしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 今回のコロナ禍にお

いて、小中学生には端末が当たったと。これ

うまくすればオンライン授業ができる。しか

し、今の現高校ではそれはちょっと不可能だ

というふうに認識をします。しかし、このＩ

ＣＴ教育、ＧＩＧＡスクールが入ることに

よって２０２２年度に端末が１人１台当たる

ような形になるといって、今早急にその端末

を用意しなければいけないということでもな

いのかなというふうに思います。

難しいですよね。ハードが変わることに

よっていろいろなプログラミングが変わって

いったりだとか、これ買ったはいいけれども

使えなかったとかということがある可能性も

ある。だけれども、高校に対する支援という

のは、教育長がおっしゃるように、どんどん

と、どんどんという言い方は変なのですけれ

ども、支援をしていく環境を今のまま維持を

していっていただきたいなと、そのように思

います。

以上、私６点にわたって質問をさせていた

だきました。私の質問したいのは、今後足寄

町のＩＣＴ戦略ですので、今現状ＩＣＴ戦略

において、足寄町でも、僕足寄町のスタンプ

会が結構先駆けていろいろなことをやってい

るのかなというふうに思っています。という

のは、今までスタンプだったものがタブレッ

トに変わって、それを顧客管理ではないので

すけれども、やったりだとか、ポイントサー

ビスもしくは今年でしたら年末の宝くじのよ

うなポイントに対して宝くじを発行するとい

うようなことに先駆的な取組をしていってい

るのだというふうに思っております。

それにおいて、今回のコロナ禍でそういう

データだとか売上げのデータだとかいろいろ

なものを、実をいうと見れるような状態にい

るのだというふうに思っています。というの

はポイントを発行すれば、それは売上げから

の発行ですので、それを吸い上げて大体売上

げが幾らになっているのだというのが見える

可能性がある。これは個人情報等々ございま

すので、いけない部分もあるのでしょうけれ

ども、その辺を行政としてスタンプ会と連携

をするのか、商工会なりと連携するのか、そ

の動向調査というのはできるのかなというふ

うに思うのです。それについて、経済課のほ

うではどういうような連携を今後取っていけ

ばいいのかというふうに考えているのかを

ちょっとお伺いをいたします。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。
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今のお話のスタンプ会のお話でありますけ

れども、この部分についてはなかなかデータ

を町と共有をして内容、その中身を検討する

だとか、そういったのはちょっと今段階では

難しいのかなというように思いますし、先ほ

どお話ありましたように、売上げだとかとい

う部分でいけばやはり個人情報の部分もござ

いますので、なかなかそれを例えばどこかで

共有するというのもやはりそれぞれのお店の

許可というか、そういうことで情報を使って

もいいですよだとかというようなお話がない

となかなかそれは、きっと商工会というかス

タンプ会の事務局としてもなかなか公にする

ことはできないのかなというように思ってい

ます。ただ、スタンプ会の中でそういったも

のを、スタンプ会の会員の皆さんと一緒にそ

ういうものを情報共有しながら、個店の名前

を出すとかではなくて売れ方、こういうセー

ルをやったらこういう売れ方になったよだと

か、そんなようなことというのはスタンプ会

の中で情報共有ができればできるのかなとい

うように思っております。

町としてはデータそのものをやり取りだと

かということはできませんけれども、そう

いったことの中身を教えていただきながら、

例えば今後のスタンプ会の活動だとか、そう

いったものに何か支援ができるようなものが

あるかだとか、そういうような検討だとかと

いうのはできるかなというように思っており

ますので、まずはやはりスタンプ会の中での

皆さん方、会員の皆さん方の中でどうしてい

くのかだとか、そういったところの協議だと

か検討だとかというのはまずは必要なのかな

というように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） そうですね。私も分

かります。個人情報等々の取扱い非常に難し

い。しかし、何だろう、ビッグデータという

か、そういう形でその数値を頂いてくる。足

寄町の飲食店に関してはこのぐらいの売上げ

の推移、何となくの、前年に比べたらこうで

すああですという一つの指標になり得るのだ

と。それをあとは情報を読み取る側がどのよ

うに判断をしていくのかと。これをこのコロ

ナ禍だから非常に売上げが下がっているかも

しれないと、そうしたときにこういう支援を

どのようにしていけばいいのかというところ

に一つのデータとして使うことができるので

はないのかなというふうに考えております。

この辺はしっかりと今後も進めて、連携を

今取っていないということではないのですけ

れども、スタンプ会もまだシステム入れてそ

んなに日がたっていないものですから、デー

タとしての蓄積というのはほとんどないで

しょうけれども、その辺というのはどんどん

どんどん有効に活用できる一つのデータに

なっていくでしょうから、その辺はしっかり

とデータなり情報なりを共有できるような環

境づくりはそのままつくっていっていただき

たいなと、そういうふうに考えております。

今、この質問することによって、デジタル

庁が来年の秋に新設されるというところで、

デジタル庁の勉強のほうも多少させていただ

きました。やっぱりいろいろなシステムを行

動的に利用しなさいよと。その中でやっぱり

デジタル庁のメインではないのでしょうけれ

ども、今回マイナンバー制度についての話も

出ておるようです。今後マイナンバーは免許

証とか保険証だとかと合体してくるのだとい

うふうなこともお伺いをしております。今盛

んにマイナポイントだとかいろいろなことも

やっていますね。これ、普及促進というか

な、足寄町で大体どのぐらいの普及率になっ

てきているのか、ちょっと簡単でよろしいで

す。今後足寄町としてどのように考えている

のかということをちょっとお伺いをしたいと

思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、住民課長。

○住民課長（佐々木雅宏君） 現在のマイナ

ンバーカードの普及率ですけれども、１１月

末の人口が６,６７０何人だったかと記憶し

ております。現時点で、１１月末時点ですけ

れども、町のほうで交付した件数というのが
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１,１０３件で、そこから足寄町に転入して

きた方もいらっしゃいますし、足寄から転出

されていった方もいらっしゃいます。実際に

町内で使用できる枚数、使用されているであ

ろうという枚数は９８８件ということになっ

ております。

今後マイナンバーの使用の方向ですけれど

も、昨年は年間通して８３件しか交付はな

かったのですが、４月以降２９６件の交付が

ありました。６月に消費還元事業が終わりま

して、新しくマイナポイントという制度が始

まったのですけれども、それに合わせて５月

は８２件、昨年と同じ件数ぐらいの一月当た

りでも交付があったという状況になっていま

す。

今後、法務省のほうで戸籍を全国どこでも

出せるような仕組みが整えられてくる。それ

は令和５年度とかそういうところになると思

いますけれども、あと国の進め方としてオン

ライン申請ですとか、ワンストップですと

か、いろいろな必要な添付書類をマイナン

バーカードを提示することで省略するですと

かということで、多分デジタル庁もそういう

方向でどんどん進めていくのだろうというふ

うに考えてございます。

足寄町としても毎月のように広報にも普及

のための記事が掲載されていますけれども、

マイナポイントが始まってから本当に１５歳

未満の子供のカードの交付も増えているとい

うこともあって、お年寄りにとっては免許等

返納すれば証明書はくれますけれども、マイ

ナンバーが重要な証明手段ではございますの

で、子供から大人まで普及を進めればという

ふうに考えているところでございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） この質問してよかっ

たのかなと思いますね、実を言うとね。私も

まだつくってないのです。ちょっと早急につ

くります。

足寄町これ少ないですね、やっぱりね。だ

けれども、今後保険証だとか免許証と合体す

るということはやはりこれ重要なものになっ

て、昔の住基カードとはもう全く性質が違う

のであろうなというふうに考えざるを得な

い。今後やっぱりマイナンバーカードがどん

どんどんどん普及していくということになる

のであろうというふうに思います。これは

しっかりと推し進めていかなければいけな

い、国の重要な施策の一つになっていると思

いますので、何かつくるのも簡単だと聞いた

のですけれども、何かどんな感じでつくれば

いいのですかねという質問していいでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 私も６月につ

くりましたけれども、写真屋さんで写真撮っ

て、役場なりから申請書をもらって貼って送

れば、お年寄りはそういうつくり方でよろし

いのではないかなと、私は思っております。

あとはパソコンなり携帯から写真、自分で

撮っておいてそれを送るような形で、ＱＲ

コードを使って申請するという方法もありま

すので、パソコンを得手な方はそういう申請

でよろしいのかというふうに思います。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 分かりました。

ちょっと私も早急に携帯を使ってやってみた

いと思います。

次の質問です。

いろいろ質問させていただきました。現在

やっぱり足寄町はＩＴ、ＩＣＴをしっかりと

進めていく中でいろいろな多分私の質問でい

ろいろなところに、いろいろたくさん使われ

ていくのであろうなというふうに皆さん思っ

ていただけると思いました。

その中で、足寄町の技術者、これ多分僕の

思う限りでは１人ですね。この方がもしコロ

ナになりましたよだとか、私もうやっぱり辞

めますわといったときに、現状足寄町のシス

テムの環境、僕下手したら動かなくなってし

まうのではないのかなというふうに思うので

す。これ早急にどうにかしなければいけない

問題なのかなというふうに思っています。デ

ジタル庁もそうなのですけれども、足寄町と
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して１人に全ての環境を任せておくのは

ちょっと危険なのかなというふうに思ってい

るのですが、簡単に言ったら、足寄町でもデ

ジタル課ではないけれどもデジタル室でもば

んと立ち上げて、そこの部署が例えば各課の

ネットに対するものをどんどんどんどん進め

ていく、やるだとか、ネットワークの関連

等々に関して進めるだとかということをやる

ような課をもうつくっていいのではないかな

と思うのですけれども、その辺についてどう

いうふうに考えられるかお聞かせください。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（丸山晃徳君） 髙橋議員仰せのと

おり、今本当に電算のエキスパートの１人が

いろいろな行政の事務系の中身もある程度分

かって、ソフト会社なりコンピューター会社

とつなぎをしてそれぞのシステムの維持を

図っているというところでございます。

今担当職員が主査で、情報管理の主査がい

まして、その上で室長もいて、室長と主査で

業務を配分しながら、室長もある程度把握を

しながらやっているところでございますが、

私も今の主査の後継者は非常に気になってい

るところで、例えば人事異動とかでネット

ワーク、それぞれの人のパソコンを今ＬＡＮ

ケーブルでこれまでやっていたので、ＬＡＮ

ケーブルの配置を人が動くことによってその

人のパソコンを動かす、ＬＡＮのＩＰアドレ

スを変えるとかというので、そういうことも

彼一人でやっていたりして、本当に土日もな

くやっていて、誰かもう、てことなるよう者

を誰でもいいから探して育てなくてはいけな

いなというようなお話もしているところで

す。

そういうことも含めて、今後本当に真剣に

考えていかなくてはいけないということで、

外から人を呼ぶ、もしくは足寄町で育てる、

どちらかの方法があるかと思うのですけれど

も、コンピューターの専門のエキスパートを

呼んでも行政内部の仕組みが分からなければ

非常に難しい話で、コンピューターと会話が

できても人と会話ができない職員、人とかも

結構いますので、そういうことを考えれば今

いる職員で、ある程度行政の仕事も慣れてき

てパソコン関係も結構得意だという職員を下

につけるような形とかということも考えてい

かなくてはいけないと考えています。

今後、デジタル庁とかも含めて、ある程度

業務量が増えていくということで専門部署を

というお話なのですけれども、これもコン

ピューターだけの話ではなくてほかの業務と

のつながりであったりもありますので、ある

業務でデジタル関係の仕事があるとしても、

ある業務もともとの業務を分かってなくては

つながりというのはうまく進まないところで

すので、今総務室の情報管理担当というとこ

ろでいますので、今の考えるのは総務室の情

報管理の担当で室長がいて、今のエキスパー

トの主査がいて、その下で今の情報管理の主

査のノウハウなり技術を伝承していけるよう

な職員で、それがすぐに担当の専任というわ

けでもなるのか、それとも他の部署との兼任

になるかも分からないのですけれども、徐々

に業務を継承していって一人で、そのシステ

ムが一人だけしか分からないような状態とい

うのはなくしていきたいと思います。

今の何か危機的な部分になるようなことが

あれば、室長もいますし、また核となる部分

では電算会社のサポート体制もありますの

で、彼がいなくなって危機的状況になるかと

いうと、そこまでは楽観的ではないですけれ

ども、そのような感じで考えています。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 分かりました。

しっかりと早めに新しい技術の伝承してく

れる方をつくっていただきたいし、これ本当

にコンピューターはわけわからないですよ

ね。ちょっと崩れたら何かもうネットワーク

が全くつながらないの、いきなりパソコン止

まりましたの、業務が全くできないよと、誰

もそこのところで何も対応できなくなってし

まうということがあり得ますので、その辺と

いうのはうまく早急に何とかやっていただき
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たいなというふうに思います。

最後に、足寄町こういう高度通信サービス

がいろいろとできるようになりました。今、

内閣府ではソサエティー５.０とかというこ

とで、サイバー空間、仮想空間とフィジカル

空間、現実空間を高度に融合させたシステム

により経済発展と社会的課題の解決を両立す

る人間中心の社会をという形で物事を発想し

ていって、もう要するに仮想空間ですから、

コンピューターがなければもう日本という

か、世界が立ち行かないような、そこの中で

新しい技術が生まれて新しい商売が生まれて

いくような状態になっているのだというふう

に思います。これはやはり私たちがこの先生

きていく間にどんどんどんどん便利になって

いくのであろうと思っています。例えば老人

介護にしろ、スマート農業にしろ、いろいろ

なコントロールができたりというような時代

に変わっていってしまうのだと思うのです。

昔は黒電話の時代から本当に今は携帯、スマ

ホの時代でこういう状態になっています。そ

の中で、足寄町が取っていかなければいけな

いスタンスというのも必ず出てくるのだとい

うふうに私は思っています。今やらなければ

いけないことは何なのかと言われても、さっ

ぱり分からないですよね、時代の流れが速す

ぎて。

町長として、今回この光通信網が足寄町に

整備されることによっていろいろなことが変

わっていくのでしょう。そのときに町長はど

のようにこのスマート化なり、この情報化社

会を足寄町に取り入れていこうと、そんな具

体的なことはないかもしれないけれども、た

だそういう思いを私は聞いて最後の質問にし

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

非常にこのＩＣＴの進化というのは早く

て、５年といわず本当に１年１年変わってい

くというように状況の中であります。

そういった意味で、今後どう進んでいくの

かというのはなかなか見えないという状況

で、私も決してそういう技術だとかに詳しい

わけではないのでなかなか分からない部分と

いうのはいっぱいありまして、ソサエティー

５.０とか、そういう言葉も知ってはいます

が、では実際どうなっていくのかということ

はなかなか分かりませんし、スマート農業と

いってもどんなことができるのか、自動運転

だとかそういったものができますよだとかと

いう、今目に見えている部分というのは、こ

ういうことができるのだなというのは分かり

ますけれども、ではこの後どう進んでいくの

かというのはなかなか分からないところであ

ります。

ソフトバンクの方だとか、いろいろな方と

ちょっと話しする機会もあったのですけれど

も、ではスマート農業でどんなことができる

のですかだとか、ソサエティー５.０だと

か、そういったものでどんなことができるの

ですかというようなことをお聞きしますと、

今できていること、そういったものは先ほど

言ったような自動運転だとか、ドローン使っ

てだとかいろいろなことができますよという

ことも言われますけれども、最終的には、で

は足寄町でどんなことをしたいのですかとい

うところだというのですね。どんなことがし

たいのかというところがまずあれば、足寄町

でどんなことがしたいのかということがあれ

ば、それに対してどういうことができるのか

というのがまたやっていかなければならな

い。またいろいろ技術革新というのか、そう

いったものでそのやりたいことに対してどう

いう技術を使ったらそれができるのかだと

か、それが実現できるのかだとか、そういっ

たところにつながっていくのだというような

お話も聞いているところです。

そういった意味では、本当にいろいろな技

術が進歩してきますよということと、それと

足寄町が今どういうことを望むのかといった

ところがやっぱり一番、これから足寄町とし

てそういういろいろな技術を使って何をやり

たいのかというのをやっぱり考えていかなけ
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ればならないのだろうというように思ってい

ます。ただ、私の頭の中ではなかなか何をや

りたいのか、何をしたいのかといった部分と

いうよりも何ができるのかというのが先に頭

に浮かんでしまうものですから、なかなかそ

ういったところが思い浮かばないというか、

発想ができないという部分はちょっとありま

す。でもいずれにしても、やはり足寄町の町

民の方たちがどんなことを、これからの足寄

町でどんなことがやれたらいいねだとか、そ

ういうことを思われるのかといった部分を十

分把握を、把握というか調査しながら今後進

んでいくべき道、ＩＣＴを使って足寄町でど

んなことをやっていくのかといったところを

考えていかなければならないなというように

考えているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） まさしく足寄町が何

をしたいのか、非常に重要な課題だと思いま

す。その辺の施策いろいろ含めて、今後町長

に非常に期待をしながらかじ取りをしていっ

ていただきたいなと思います。

これで、私の一般質問を終わらせていただ

きます。

○議長（吉田敏男君） これにて、９番髙橋

秀樹君の一般質問を終えます。

これで、一般質問を終わります。

ここで、暫時休憩をいたします。１１時２

５分まで休憩をいたします。

午前１１時１３分 休憩

午前１１時２５分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 行政報告

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 行政報告

を行います。

町長から行政報告の申出がありましたの

で、これを許します。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂き

ましたので、追加の行政報告１件をを申し上

げます。

足寄町第６次総合計画の令和元年度事業実

績、令和２年度事業実績見込み及び令和３年

度から５年度までの３か年の実施計画につい

て御報告いたします。

総合計画は平成２３年度地方自治法改正に

より、市町村の策定義務はなくなりました

が、まちづくりを進めていく上で指針となる

中長期的な計画が必要であるとの認識の下、

足寄町第６次総合計画に基づき毎年度実施計

画の見直しを行うこととしております。

継続事業では、町道各路線の整備、公営住

宅建設・修繕事業、住環境整備事業、上下水

道の整備、保育料完全無償化事業、子育て応

援出産祝金贈呈事業、足寄高等学校振興事

業、農業担い手育成支援事業、中山間地域等

直接支払交付金等の事業を各年度計画的に実

施しております。

令和元年度の事業実績は、資料１のとお

り、主な事業として地デジ難視地区対策事業

では、螺湾本町、上足寄本町及び大誉地本町

の３ＮＨＫ共聴施設の老朽化と共聴組合の高

齢化などにより、組合運営が困難となってい

たため、町として安定的なテレビ視聴環境を

確保する観点から地デジ電波の送信対策工事

を行いました。

子どもセンターボイラー更新事業におきま

しては、老朽化などにより故障が続いていた

ペレットボイラーを更新しております。

高齢者等施設整備事業では、老朽化が著し

い芽登小学校の床やトイレ、暖房設備の改

修、照明設備のＬＥＤ化などの工事を行いま

した。

里見が丘公園再整備事業では、総合体育

館、温水プールの老朽化対策事業、バーベ

キューハウスと幼児用遊具等の整備を行って

おります。

公の施設整備事業では、芽登集落センター

の新設工事を行いました。地元カラマツ材の

有効活用を図るため、新たな建築資材として

注目されているＣＬＴ、直交集成板を一部活
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用しております。集会施設と芽登僻地保育所

として地域住民に御利用いただいているほ

か、芽登郵便局も併設し、地域の拠点施設と

して活用されております。

令和元年度の総事業費は４０億３,９２８

万２,０００円で、計画に対する執行率は９

１.７４％です。財源内訳は国庫支出金が７

億６,４６２万２,０００円、道支出金が１億

４,９２２万５,０００円、地方債が１２億

２,１７０万円、その他財源が５億２,０３３

万４,０００円、一般財源が１３億８,３４０

万１,０００円となっております。

令和２年度の事業実績見込みは資料２のと

おりで、主な事業は指定避難所非常用電源設

備整備事業として、災害発生時に活用できる

よう非常用電源設備を子どもセンターに整備

しております。

次に、町民センター大規模改修事業では、

老朽化が進んでいた町民センターの改修工事

を平成２９年度から４か年かけて行ってお

り、最終年度となる本年度は外壁、屋根等の

修繕を中心に各種整備を行っております。

里見が丘公園再整備事業では、街灯の更新

や野球場の改修、温水プールの内部改修等を

行っております。なお、本年度は６月及び９

月定例議会等で行政報告させていただいてお

りますとおり、国から新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金が交付され、コ

ロナ対応事業を数多く行っております。感染

拡大が続く中、その対応は今後も長く続くも

のと想定しており、国や北海道など関係機関

との連携を密にし、感染拡大防止と地域経済

対策などにしっかりと取り組んでまいりま

す。

令和２年度の総事業費の見込みは４８億

３,９７０万１,０００円で、計画に対する執

行率が１４４.９６％となっております。計

画値を大きく上回った主な要因といたしまし

ては、新型コロナウイルス感染症対策に係る

事業費が大幅に増えたことによるものでござ

います。

財源内訳といたしまして、国庫支出金が１

７億９,０５９万８,０００円、道支出金が１

億３,９５２万７,０００円、地方債が１２億

５,８７０万円、その他財源が４億７,７７０

万４,０００円、一般財源が１１億７,３１７

万２,０００円を見込んでおります。

次に、令和２年度から５年度までの３か年

の実施計画につきましては、去る１１月３０

日開催の足寄町総合開発審議会に諮問し、資

料３実施計画のとおり答申を頂きました。

実施計画の概要を申し上げます。

３年間の総事業費として１１１億４,７０

９万７,０００円を計上しており、財源内訳

は国庫支出金が２２億６,２９３万８,０００

円、道支出金が６億７,７１０万１,０００

円、地方債が３２億９,１５０万円、その他

財源が１３億８,５４１万５,０００円、一般

財源が３５億３,０１４万３,０００円を見込

んでおります。

年度別の事業費は、令和３年度が３３億

９,２３８万８,０００円、４年度が３３億

６,２５８万８,０００円、５年度が４３億

９,２１２万１,０００円を見込んでいます。

現在の財政状況や社会環境の変化などを勘

案し、新たな視点を加えた計画とさせていた

だいております。なお、令和５年度の事業費

が前年度に比べ１０億円ほど増えているの

は、特別養護老人ホーム整備事業を予定して

いることなどによるものでございます。

今後も限られた財源の中で、適切かつ柔軟

に対応し最大限の効果を上げられるよう努め

てまいります。

３年間の事業につきましては、主な事業を

抜粋しました資料４実施計画、令和３年度か

ら５年度、主な事業一覧を御覧ください。

１ページの⑧番、結婚・新生活支援事業は

人口減少、少子化対策の一環として、新婚世

帯に対し結婚に伴う経済的負担を軽減する事

業で、対象となる世帯には新生活に伴う新居

の家賃や引っ越し費用等を補助します。補助

上限額は１世帯当たり６０万円で国の地域少

子化対策重点推進交付金を活用いたします。

２ページ④番、特別養護老人ホーム新築事
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業では、昭和４９年度建設で老朽化が著しい

同ホームの新築工事を計画しております。建

設から５０年を経過する令和５年度を建物完

成の目標年度としており、今後、建設位置や

規模、構造など、より具体的な検討を関係機

関等と連携を図りながら進めてまいりたいと

考えております。

３ページ⑤番、森林環境推進事業は森林環

境譲与税を財源として行う事業で、町の森林

資源の充実と森林の有する広域的機能の高度

化を図るため、森林環境推進事業補助金交付

金規則に基づき、基幹産業である林業の振興

を図ってまいりたいと考えております。

４ページ⑤番、総合体育館・温水プール長

寿命化改修事業は、経年による劣化が進んで

いる両施設の長寿命化、温水プールの内部改

修事業などを計画的に進めてまいりたいと考

えております。

国、地方ともに、厳しい財政状況が続いて

いる中、収まる気配を見せない新型コロナウ

イルス感染症への対応も求められており、今

後の財政的な見通しを立てることが非常に困

難な状況にあります。さらに地方交付税の減

少などにより、状況によっては今回の実施計

画の内容を修正する必要が生じる可能性もあ

りますが、引き続き行財政運営の簡素効率化

と情報収集に努め、国や北海道からの補助

金、有利な地方債を活用し、状況を的確に見

極めた上で総合計画計上事業の執行を進めて

まいりますので、御理解を賜りますようお願

いを申し上げ、御報告といたします。

以上、追加の行政報告とさせていただきま

す。

○議長（吉田敏男君） これで行政報告を終

わります。

◎ 議案第１１３号

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 議案第１

１３号足寄町過疎地域自立促進市町村計画の

一部変更についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 松野 孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第１１３号足寄町過疎地域

自立促進市町村計画の一部変更について、提

案理由の御説明を申し上げます。

追加提出議案書の１ページをお開き願いま

す。

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項

において準用する同条第１項の規定に基づ

き、足寄町過疎地域自立促進市町村計画の一

部を別紙のとおり変更をするものでございま

す。

足寄町過疎地域自立促進市町村計画は平成

２８年度から令和２年度までの５か年計画

で、過疎地域の自立促進のための産業の振

興、生活環境の整備、医療の確保、教育の振

興など、施策の実施についてそれぞれ項目を

掲げまして事業を計上してございます。

今回変更いたします内容は、本年９月の第

３回定例会で予算補正の議決を頂きました高

度無線環境整備推進事業につきまして、その

財源といたしまして過疎対策事業債を申請す

ることとなってございますので、計画に追加

いたしたく、２ページをお願いいたします、

２ページ別紙の市町村計画のとおり変更する

ことについて、議会の議決をお願いするもの

でございます。

今回の市町村計画の一部変更につきまして

は、去る１１月２５日に北海道との事前協議

を終えたところでございます。

なお、３ページから６ページまでに参考資

料を添付させていただいておりますので、御

参照をお願いいたします。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、よろしく御審議のほどお願い申し

上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま
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す。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１３号足寄町過疎地域

自立促進市町村計画の一部変更についての件

を採決をいたします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１３号足寄過疎地域

自立促進市町村計画の一部変更についての件

は、原案のとおり可決されました。

この際、報告をいたします。

町長から提出の議案第１１２号令和２年度

足寄町国民健康保険病院事業会計補正予算の

一部を差し替えたい旨、文書をもって議長宛

てに申出がありましたので、本件につきまし

てはさよう差し替えることと御了承をお願い

をいたします。

◎ 議案第１０４号から議案第１１２号

まで

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 議案第１

０４号令和２年度足寄町一般会計補正予算

（第７号）から日程第１２ 議案第１１２号

令和２年度足寄町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第２号）までの９件を一括議題と

いたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題となり

ました、議案第１０４号令和２年度足寄町一

般会計補正予算（第７号）から議案第１１２

号令和２年度足寄町国民健康保険病院事業会

計補正予算（第２号）まで一括提案理由を御

説明申し上げます。

補正予算つづり１ページをお願いいたしま

す。

議案第１０４号令和２年度足寄町一般会計

補正予算（第７号）について御説明申し上げ

ます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

９,３５０万７,０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１１０億６,

８７３万１,０００円とするものでございま

す。

歳出の主なものから御説明申し上げます。

１８ページをお願いいたします。

第２款総務費、第１項総務管理費、第２目

基金積立金におきまして、財政調整基金積立

金といたしまして５００万円を計上いたしま

した。

第５目文書広報費におきまして、東京足寄

会の中止に伴い報償費や旅費など合わせて１

９２万２,０００円減額いたしました。

２２ページをお願いいたします。

第１４目企画振興費、第１８節負担金、補

助及び交付金におきまして、生活交通路線維

持対策事業費補助金といたしまして２７２万

８,０００円を計上いたしました。

２６ページをお願いいたします。

第３款民生費、第１項社会福祉費、第１目

社会福祉総務費、第１２節委託料におきまし

て、障害者福祉システム改修業務といたしま

して１９４万２,０００円を計上いたしまし

た。

第１８節負担金、補助及び交付金におきま

して、特別定額給付金を５６０万円減額いた

しました。

第１９節扶助費におきまして、障害者自立

支援給付費といたしまして４,５５０万円を

計上いたしました。

第５目後期高齢者医療費、第１８節負担

金、補助及び交付金におきまして、療養給付

費負担金を１,７５４万７,０００円減額いた

しました。
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３２ページをお願いいたします。

第４款衛生費、第１項保健衛生費、第２目

予備費、第１９節扶助費におきまして、新型

コロナウイルス感染症検査費といたしまして

１００万円を計上いたしました。

３４ページをお願いいたします。

第４項病院費、第１目病院費、第１８節負

担金、補助及び交付金におきまして、救急医

療確保経費負担金など合わせて１,５２６万

２,０００円を減額いたしました。

３６ページをお願いいたします。

第６款農林水産業費、第１項農業費、第３

目農業振興費、第１８節負担金、補助及び交

付金におきまして、新規就農志向者営農実習

奨励金といたしまして１５０万円を、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

活用事業といたしましてコロナ対策農業経営

継続支援補助金１億１,５００万円をそれぞ

れ計上いたしました。

４０ページをお願いいたします。

第２項林業費、第１目林業振興費、第７節

報償費におきまして、有害鳥獣駆除報償金と

いたしまして３００万円を計上いたしまし

た。

第１１節役務費におきまして、手数料とい

たしまして２４６万４,０００円を計上いた

しました。

第２４節積立金におきまして、森林環境譲

与税基金積立金といたしまして２３９万２,

０００円を計上いたしました。

第３目町有林管理費、第１１節役務費にお

きまして、手数料６９５万９,０００円を減

額いたしました。

４２ページをお願いいたします。

第４目水源林造林事業費、第１５節原材料

費におきまして、補修用資材費といたしまし

て２３９万４,０００円を計上いたしまし

た。

第７款商工費、第１項商工費、第１目商工

振興費におきまして、事業継続支援金を６３

０万円減額いたしました。

４４ページをお願いいたします。

第３目観光費におきまして、足寄ふるさと

盆踊り両国花火大会の中止に伴い実行委員会

等補助金を４６８万円減額いたしました。

第８款土木費、第２項道路橋梁費、第３目

土木車両管理費、第１７節備品購入費におき

まして、モーターグレーダーを１,２７８万

円減額いたしました。

４６ページの上段までになりますけれど

も、第４目臨時地方道整備事業費におきまし

て、工事請負費及び負担金など合わせて１,

４８４万９,０００円を減額いたしました。

第５目道路新設改良費、橋梁長寿命化修繕

事業におきまして、調査設計委託料及び修繕

工事費合わせて１,２４７万７,０００円を、

道路ストック修繕事業におきまして、調査設

計委託料及び修繕工事費合わせて８,７４２

万８,０００円をそれぞれ減額いたしまし

た。

４８ページをお願いいたします。

第５項住宅費、第２目住宅建設費、第１４

節工事請負費におきまして、はるにれ団地新

築工事請負費など合わせて１,０７０万５,０

００円を減額いたしました。

５０ページをお願いいたします。

第９款消防費、第１項消防費、第３目災害

対策費におきまして、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金活用事業といた

しまして、感染防止衣購入費１３９万２,０

００円を計上いたしました。

６４ページをお願いいたします。

第１３款職員費につきましては、人事院勧

告に基づく給与改定と人事異動等に伴う人件

費に関わるもので、第２節給料におきまして

一般職給料を３００万円減額いたしました。

第３節職員手当等におきまして、特別職期

末手当など合わせて１,７５４万円を減額い

たしました。

以上で歳出を終わり、次に歳入について申

し上げます。

８ページへお戻りください。

第１５款国庫支出金、第２項国庫補助金、

第１目総務費国庫補助金におきまして、新型



― 21 ―

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金といたしまして１億８８６万８,０００円

を計上いたしました。

１０ページをお願いいたします。

第６目土木費国庫補助金におきまして、社

会資本整備総合交付金を合わせて１億５３１

万２,０００円減額し、道路メンテナンス国

庫補助金といたしまして３,９８９万６,００

０円を計上いたしました。

１２ページをお願いいたします。

第１８款寄附金、第１項寄附金におきまし

て、総務寄附金といたしまして５００万円を

計上いたしました。

第１９款繰入金、第１項基金繰入金におき

まして、財政調整基金繰入金を５,２１５万

４,０００円、公共施設建設等基金繰入金を

１,５００万円、それぞれ減額いたしまし

た。

１４ページをお願いいたします。

第２２款町債におきまして、辺地対策事業

債、橋梁長寿命化修繕事業債など合わせて

２,１３０万円、過疎対策事業債を西町４丁

目２号通り整備事業債など合わせて３,８３

０万円、それぞれ減額いたしました。

４ページへお戻りください。

第２表繰越明許費補正追加２件をお願いい

たしました。

第３表地方債補正変更３件をお願いいたし

ました。

以上で、令和２年度足寄町一般会計補正予

算（第７号）についての説明を終わります。

次に、特別会計について御説明申し上げま

す。

８１ページをお願いいたします。

議案第１０５号令和２年度足寄町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９

４万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９億８２１万６,０

００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、９３ページをお願いいたします。

議案第１０６号令和２年度足寄町簡易水道

特別会計補正予算（第５号）について御説明

申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５,３４１万５,００

０円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、１１１ページをお願いいたします。

議案第１０７号令和２年度足寄町公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）について

御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５

３万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ５億２,８０１万円

とするものでございます。

歳出から申し上げます。

１１８ページをお願いいたします。

第１款総務費におきまして、施設等修繕料

といたしまして１０２万３,０００円を、発

電機購入費といたしまして１３０万円を計上

いたしました。

第２款事業費におきまして、足寄町公共下

水道ストックマネジメント計画策定業務委託

料１３０万円減額いたしました。

次に、歳入について申し上げます。

１１６ページへお戻りください。

第４款繰入金におきまして、一般会計繰入

金といたしまして５３万８,０００円を計上

いたしました。

次に、１２９ページをお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 町長、すみません。

提案理由の説明中でありますけれども、こ

こで暫時休憩をいたします。お願いします。

昼食の時間でありますので、ここで暫時休

憩をいたします。１時再開といたします。

午後１２時００分 休憩
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午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

提案理由の説明、続きをお願いをいたしま

す。

町長。

○町長（渡辺俊一君） 午前に引き続きまし

て、補正予算案の提案理由の御説明を申し上

げます。

補正予算つづりの１２９ページをお願いい

たします。

議案第１０８号令和２年度足寄町介護保険

特別会計補正予算（第３号）について御説明

申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２

０２万１,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ９億７,６６３万

８,０００円とするものでございます。

歳出から申し上げます。

１３６ページをお願いいたします。

第１款総務費におきまして、介護保険シス

テム改修業務委託料といたしまして１９６万

円を計上いたしました。

次に、歳入について申し上げます。

１３４ページへお戻りください。

第３款国庫支出金におきまして、事業費補

助金といたしまして１３６万２,０００円を

計上いたしました。

次に、１３９ページをお願いいたします。

議案第１０９号令和２年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計補正予算（第３号）につい

て御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

９４４万６,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,１４８

万５,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、主に給与

改定等による人件費に関わるもので、特に説

明すべき事項がございませんので省略をさせ

ていただきます。

次に１５７ページをお願いいたします。

議案第１１０号令和２年度足寄町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）について

御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５

５２万４,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億３,４１５万

２,０００円とするものでございます。

歳出から申し上げます。

１６４ページをお願いいたします。

第１款総務費におきまして、後期高齢者医

療システム改修業務委託料など合わせて１２

７万８,０００円を計上いたしました。

第２款後期高齢者医療広域連合納付金にお

きまして、事務費負担金を１４０万３,００

０円減額し、保険料等負担金といたしまして

５６４万９,０００円を計上いたしました。

次に、歳入について申し上げます。

１６２ページへお戻りください。

第１款後期高齢者医療保険料におきまし

て、後期高齢者医療保険料現年度分といたし

まして７３７万４,０００円を計上いたしま

した。

第２款繰入金におきまして、一般会計繰入

金など合わせて２３１万８,０００円を減額

いたしました。

次に、企業会計について御説明申し上げま

す。

１６７ページをお願いいたします。

議案第１１１号令和２年度足寄町上水道事

業会計補正予算（第１号）について御説明申

し上げます。

収益的収入及び支出の総額に、収入支出そ

れぞれ８９万６,０００円を追加し、収益的

収入及び支出の総額を収入支出それぞれ１億

７,５５３万３,０００円とするものでござい

ます。

第３条において、予算第６条に定めた議会

の議決を経なければ流用することができない

経費について、職員給与費５９万４,０００

円を追加し、３,３２５万７,０００円とする

ものでございます。

収入支出の内容につきましては、主に給与

改定による人件費に関わるもので、特に説明
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すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

１７９ページをお願いいたします。

議案第１１２号令和２年度足寄町国民健康

保険病院事業会計補正予算（第２号）につい

て御説明申し上げます。

収益的収入及び支出の総額から、収入支出

それぞれ７,３５７万円を減額し、収益的収

入及び支出の総額を収入支出それぞれ１１億

９,１６８万６,０００円とするものでござい

ます。

次に、資本的収入の総額から収入２０万

７,０００円を減額し、資本的収入の総額を

７,９１７万６,０００円とするものでござい

ます。

資本的収入の予定額の補正に伴い、予算第

４条本分括弧書き中、資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額を３,１３８万５,０

００円に改めるものでございます。

１８０ページをお願いいたします。

第４条におきまして、企業債補正変更１件

をお願いいたしました。

第５条において、予算第８条に定めた議会

の議決を経なければ流用することができない

経費について、職員給与費を７,３４１万円

減額し、７億５,６７７万９,０００円とする

ものでございます。

収入支出の内容につきましては、主に給与

改定等による人件費に関わるもので、特に説

明すべき事項がございませんので、省略をさ

せていただきます。

以上で、議案第１０４号令和２年度足寄町

一般会計補正予算（第７号）から議案第１１

２号令和２年度足寄町国民健康保険病院事業

会計補正予算（第２号）までの説明とさせて

いただきますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、議案第１０４号令和２年度足寄

町一般会計補正予算（第７号）の件の質疑を

行います。

１８ページをお開きください。

歳出から始めます。

款で進めます。

第１款議会費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、１８ページか

ら２４ページ、第２款総務費、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に参ります。

２４ページから３２ページ、第３款民生

費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、３２ページか

ら３４ページ、第４款衛生費。

はい、どうぞ、２番。

○２番（高道洋子君） 衛生費についてお伺

いします。

３３ページの１９節扶助費ですね。そこに

１００万円の予算計上されておりますが、新

型コロナウイルス感染症検査費ということで

計上されております。後ろから２枚目の資料

の予算説明書をしっかり読ませてもらってお

りますが、このことについてもう少し詳しく

説明願いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。

２００ページの予算説明資料を御覧くださ

い。

事業目的につきましては、ここに書いてあ

るとおり、重症化するリスクの高い高齢者等

を対象に任意で検査をする場合の検査費用の

一部を助成するということを目的としており

ます。

内容としましては、ＰＣＲ検査をする方に

対しての助成を行う予定でおります。対象者

は６５歳以上を、または高血圧、糖尿病等の

基礎疾患を有する方でして、実施方法ですけ

れども、希望する方が町へあらかじめお電話

でお申込みといいますか問合せを頂いて、そ

こで御本人の状況を御確認して、例えば発熱
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があるですとか、喉が痛いですとか、そうい

う場合につきましては行政検査の対象になる

かと思いますので、そういう方については相

談センターとかそういうほうへ相談していた

だくということにしておりまして、ここで対

象とするのは例えば不安とかがおありで何ら

かの不安が、体調が悪いけれどもというよう

な方を対象に、任意検査を受けたいという方

に対して任意検査の費用を助成する予定でお

ります。なお、協力機関については、今のと

ころ帯広を予定しておりまして、その方がこ

の助成というか、こちらの想定するような体

調の方の場合は帯広の協力機関のほうを紹介

して、そちらで検査を御自分で行って受けて

いただいて、一旦検査費用については御自分

で全額支払っていただきまして、その領収書

を持ってきていただいて、町で償還払いをす

る予定でございます。

検査費用につきましては、１人２万円まで

を国の補助金をもらって、１人２万円までを

助成する予定でおりまして、検査費用が一般

的に２万５,０００円とか３万円とか言われ

ておりますので、２万円を超える分について

は、例えば２万５,０００円だったら５,００

０円御自分負担で町から２万円補助、２万

８,０００円だったら８,０００円御自分で負

担していただいて２万円を町が補助とか、２

万円以下の場合でしたら５,０００円は御自

分で負担していただくとか、そういうような

ことを今のところ予定しております。

結果につきましては、町のほうで助成する

ということもありますので、御本人の了解を

頂いて報告を、検査の結果を報告いただくと

いうようなことを今のところ想定しておりま

す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

協力医療機関というのは、当初私は町長の

御答弁の中では地元病院かなというふうに

思っていたのですけれども、今朝の新聞とか

今の課長の説明では帯広市内ということなの

ですね。それでびっくりしたというか、これ

はなかなか希望しても、例えば６５歳該当ま

たは糖尿病やらそういう基礎疾患があった人

でも、まず車がない人はだめだなと。それか

ら車があっても運転、帯広していけない人も

だめだなというふうになってくるとなかな

か、車の運転ができて家族が例えばいて、そ

ういう人でないとだめだということになる

と、ちょっと厳しいかなというふうに、特に

そういう基礎疾患持っている人は厳しいかな

というふうに思ったわけでございます。

それともう一つ、５０人というふうに２万

円掛ける５０人ですけれども、そういう厳し

い反面、６５歳以上となるとたくさん人も高

齢者がいるわけでして、５０人で足りるのか

なという、元気な人が行く分には、それから

５０人で足りるのかということと、将来足寄

町でも上士幌町のようにそういう機械も補助

して、地元で３つの病院があるわけですけれ

ども、そういうところでできないのかなとい

う点を伺いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問なのですけれども、１点目の御自分で行け

ない人は難しいということなのですけれど

も、どちらかというと元気な人というよりは

ちょっと体調が悪い方が受けたいのかなとい

うふうには思うのですが、本当に、これはあ

くまでも任意検査ですので、本当に体調がお

悪い方というのは病院とか、相談センターと

かに相談していただいて行政検査が受けられ

るのかなというふうに思っております。

これはＰＣＲ検査を受けて自分の体調管理

をされるというものの一つなのかなというふ

うに思いますが、なかなか地元で受けると

いっても、任意検査ですとやっぱり検査機関

に出すと検査機関のほうでこれだけ、何とい

うのでしょうかね、濃厚接触者とかの検査が

増えている中であまり元気な方が任意検査を

するというのは、そういうところの検査機関

への圧迫にもなるのかなとかというふうにも

思っていまして、御自分で行ける、もしくは
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ここら辺で近くで任意検査をできる病院があ

るのであれば、そちらを御紹介することは可

能かと思うのですが、こちらのほうで押さえ

ている医療機関が帯広だったものですから帯

広のほうにお願いをしようかなというふうに

今のところ思っていますので、近くでできれ

ばというのはありますが、近くには今のとこ

ろ任意検査を受けていただけるところはない

ので、このような設定としていますので、そ

こは御理解いただければというふうに思って

います。

あと５０人という設定なのですけれども、

元気な人がお受けになりたいという場合はあ

るかもしれませんけれども、先ほども言いま

したけれども、検査機関のほうに元気、でも

もしかしたら無症状でそういう方がいらっ

しゃるかもしれませんけれども、何らかの体

調不良とか、もしかしたら濃厚接触には当た

らないけれども何らかの接触があったかもし

れないと不安に思うような方とかに受けてい

ただきたいと思いますので、すごく元気な方

が受けてみたいとかというのはちょっと御遠

慮いただこうかなというふうに思っておりま

すので、５０人の設定としております。

あと、足寄の中でもできないのかというこ

とですけれども、任意ではない検査の対応と

いうのは検査の、昨日の病院事務長とかも申

してましたけれども、任意でない検査という

ことの協力を頂ける医療機関は町内にもあり

ますけれども、任意となりますとなかなか人

手の問題ですとかもございますので、なかな

か厳しいのかなというふうに思っておりま

す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

できれば町内でそういう任意検査もできて

結果も町内でできるのなら、早くて安心して

いられるかなというふうに思うわけです。

あともう一つ、一旦検査費用を全額２万

５,０００円を負担するということですけれ

ども、これ財源もはっきりしていますし間違

いない財源、いずれ入ってくる財源なのです

からこれは全額というか、全額ですね、そし

て後で５,０００円を払ってもらうという、

５,０００円だけ窓口で払って町の助成分は

本人に払わせないという、そういうことはで

きないのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 今のところ、協

力医療機関のほうとの話合いの中では、全額

払っていただいて償還払いをするというよう

なことで協議をしているところですので、

ちょっと御理解いただければというふうに思

います。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に衛生費、ございませんか。

３番。

○３番（進藤晴子君） すみません。今高道

議員の質問にちょっとつけ加えまして、これ

を聞いたときに対象者を選定するのが大変、

保健師さんが多分お話をお伺いするのだと思

うのですけれども、町民の、大変だと思うの

です。１の６５歳以上と、あと２の高血圧、

糖尿病などの基礎疾患を有する者、ここで切

れば簡単だとは思うのですが、先ほど言って

らっしゃった３番目の何となく感染、そうい

う機会があったのだけれどもとか、そういう

部分をどのように町民に知らすのかというと

ころが私心配なのですが、どのような表現で

どのような項目をそこで出すのか。もめると

思うのですけれども、その辺を伺いたいと思

います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） お答えいたしま

す。

まず対象者は６５歳以上の方と高血圧、糖

尿等の基礎疾患を有する方という２つの条件

がありまして、６５歳以上の元気な方という

のは対象にはまずならないのですが、６５歳

以上だけでも結構な人数いらっしゃいますの

で、そこでどういうふうに判断するかという

のは本当に、今おっしゃるようにちょっと難

しいところかなとは思うのですが、やはりこ
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ちらのほうから体調を伺って、先ほども言い

ましたけれども、本当に行政検査の対象にな

るような体調の悪い方については相談セン

ターのほうに行っていただく。そうではない

方で体調不良だというような、現在ですね、

現在体調不良でコロナの心配があると、コロ

ナの心配というよりは自分の体調に不安があ

るという方についてに検査を受けていただこ

うかなというふうに思っています。

まだ、問診の内容とかはまだ詳細にはまだ

決定はしておりませんけれども、５０人しか

いないということで確かに殺到してしまうこ

とももしかしたらあるかなとは思いますけれ

ども、申込み期間といいますか、受診期間と

いうのもこの時期からですので、３月までの

短い期間ではありますので、町民に広報等で

周知をしていきながら受検をしていただこう

かなというふうに思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） もう一つ確認です。

今課長のおっしゃいました体調不良という

言葉ですけれども、それは高血圧とかその辺

の持病を持っていらっしゃる方というふうに

捉えてよろしいですか。であれば、元気な方

もいらっしゃるわけです、普通に言うと。例

えば道内の孫のところに行きたいとか、だか

らその前に確認したいのだよとか、絶対いる

と思うのです。その人たちの場合もやはり受

けられるということですよね。そう捉えてよ

ろしいですか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） お答えいたしま

す。

対象者になっている方で体調が不良である

という場合については対象になると思いま

す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。

あとお電話で確認を最初するとおっしゃっ

てましたけれども、病気を持っていらっしゃ

る方は何の病気で薬を飲んでいるかというこ

とがかなり分からない方がたくさんおりま

す。その辺の確認もする予定ですか。お薬手

帳とか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問ですけれども、電話による申込みというこ

とで、電話または来所ということで予定をし

ておりますけれども、お薬手帳を見せていた

だくというのは確かにあるかもしれませんけ

れども、それの何かの証明を持ってきてくだ

さいというわけにはなかなかいかないかなと

思っていまして、診断書を持ってきてくださ

いというわけにもいきせんので、あくまでも

御自分からの申告によるものなのかなという

ふうに思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。

○議長（吉田敏男君） 他に衛生費ございま

せんか。

４番。

○４番（榊原深雪君） 衛生費の第４款の３

５ページの病院費のことだったのですが、救

急医療確保経費負担金１,０８８万４,０００

円の減額はどういったことなのでしょうか。

説明をお願いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

関連がございますので、私のほうから御説明

させていただきます。

まず、人事院勧告によります給与改定分で

すね、それプラスドクター１名こちらが採用

できていないということで、この部分の係る

人件費について減額をしております。

また、看護師ですとか、その他清掃等の会

計年度任用職員、こちらの方の人件費の部分

も確保できていない部分がございますので、

こちらが減額になったことに伴いまして、一

般会計の負担金の部分が減額になったという

ことでございます。

以上です。
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○議長（吉田敏男君） ４番。

○４番（榊原深雪君） これは何名分ぐらい

の金額なのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

まずドクターが１名です。看護師がたしか３

名分ですね、３名分です。あと清掃ですとか

看護助手の分ですね。これが会計年度任用職

員として、助手が２名の清掃が１名というこ

とになってございます。

ほとんどがドクターの給料の部分が大方を

占めているということでございます。

○議長（吉田敏男君） いいですか。

他に衛生費ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは次に参りま

す。

３４ページ、第５款労働費、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に参ります。

３６ページから４２ページ、第６款農林水

産業費。

１１番。

○１１番（木村明雄君） ここで農業振興

費、３６、３７ページですけれども、農業振

興管理費についてお伺いをいたします。

この件については町長の行政報告がありま

した。

肉牛、酪農、畑作合わせて４億９,１００

万円の減収となったわけですが、今年はコロ

ナ禍があり、天候にも恵まれず大変な苦しい

年になりました。私は賛成をいたしますけれ

ども、１億１,５００万円を足寄農業協同組

合に補助をするわけですが、農協の締めは１

２月であります。できることであれば、年内

に農業者に配付をしてあげたいものと考える

わけですが、これについてできるのか、この

辺お伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

今回補正予算で予算を補正させて、これが

議決というか可決されて後のスケジュールと

いうことでお話ししますと、来週早々に農協

から補助申請を出していただいて、それを基

に速やかに農協に概算払いして、その後なの

ですけれども、農協と考え方としては年内、

うちのほうの概算払いを出しますので、年内

に農協も概算払いするというふうなお話を聞

いております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） 分かりました。

これやはり２月だ３月だということになれ

ば、来年の営農ということもあるわけで、こ

の辺について年内にひとつよろしくお願いを

したいと思います。

それでは次の質問、配分方法についてであ

りますが、農協が配分をするのか、それとも

または役場サイドで配分を決めていくのか。

これは金のことでありますから、もし万が一

にも農業者から不平不満が出るようなこと

は、また騒動だなどということはないかもし

れませんけれども、絶対にあってはならない

ことであります。農業者の皆さんが納得のい

く方法で進めていただきたいものと考えま

す。

これ大きな金額でありますが、丸投げとい

うのかな、ちょっと語弊があるかな、丸投げ

ではなくこれについてしっかりと真剣に指導

をし、進めていただきたいものと考えます

が、これについてお伺いをいたします。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

まずもって、この１億１,５００万円の算

出した町の根拠ということでまず説明させて

いただきます。

行政報告の中で農協に対する減収額が４億

５,０００万円ありましたよという、その中

からうちの町のほうとしてもその減収額が出

た参考数値があるのですよね。それからうち

のほうは積算させていただいて、まず和牛の
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部分についてなのですけれども、これについ

ては市場価格の元年と２年の差額分、おおむ

ね１６万円ちょっとぐらいあるのですけれど

も、それの１０分の１程度ということで切り

上げて定額の２万円で、それと１０月まで

は、今年の１月から１０月までは販売実績

持っているので、あと１１、１２の見込額の

数字を掛けて出させていただいて、数値が和

牛の部分では３,２８０万円、それと酪農の

部分も和牛と同じような考え方をさせていた

だいて、和牛の部分の販売価格の差額という

のはおおむね１０万円から１１万円というこ

とで、定額１万円という形で、これも同じ販

売頭数、市場販売頭数、これも同じ考え方を

もちまして、２,８６５万円という数字、畜

産関係につきましては６,１４５万円と。そ

して、農産の部分については、行政報告の中

にもありましたけれども、豆類、これの生産

原価額と相場額の差額の平均額、これが１俵

当たり３,５００円ということで、あとはそ

れに年間の総出荷総収量というのですか、そ

れを掛けまして５,３５５万円というふうな

計算をして、合わせて１億１,５００万円と

いう町の算出を、積算をさせていただきまし

た。

これをもとにうちのほうも、行政報告の言

葉になるのですけれども、うちは中山間地域

で条件不利ですよと、そういった形の中から

一定程度この影響、減収額に対する支援もし

なければならないという方向性もあって、先

ほど木村議員も言ったように、農業の生産意

欲の向上、それと生産拡大と明日につなげる

営農という形の中で、それを維持していただ

くための支援ということで積算させていただ

いた金額であります。

以上でございます。（「分かりました」と

呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） いいですか。

他にございますか。

６番。

○６番（熊澤芳潔君） 今、ただいま木村議

員のほうである程度細かく説明を受けていま

したので、私のほうからも若干何点か質問し

たいと思います。

まず最初に、これだけ大きな１億１,５０

０万円ということでございますので、できれ

ば予算説明資料がなかったものですから。

失礼しました。農業振興費の３７ページの

１８節ですね。同じように１億１,５００万

円の関係でございます。

それで、１点目はまず予算説明資料がな

かったということで、できれば予算説明資料

を本当は審査したかったのですけれども、な

かったので聞けなかったということもありま

して、予算説明資料を提出していただきたい

と、議長お計らいをお願いいたします。よろ

しいですか。

○議長（吉田敏男君） ちょっとお待ちくだ

さい。

予算資料を、説明書を提出してくれと、そ

のことをまずやるわけでしょう。ちょっと

待ってください。（「議長にお願いするのだ

けれども」と呼ぶ者あり）

説明資料なくても、今の木村議員の説明と

同じでしょう。（「予算額としては先ほど

言ったような話で額は同じです」と呼ぶ者あ

り）

額は同じなわけでしょう。

先ほど質疑の中で、説明資料はありません

でしたけれども、本来はつけなければならな

かったかもしれません。それで、木村議員の

質疑の中でもう答えが出ているのですね。そ

れは変わらないということですから、そのよ

うにちょっと捉えてください。

６番。

○６番（熊澤芳潔君） もう少し中身を私知

りたかったのだけれども、これからも勉強す

ることもあると思うので、できれば提出願い

たいのですがね。

○議長（吉田敏男君） そうですか。中身。

○６番（熊澤芳潔君） これ通常こうやって

予算説明資料というのは詳しいですよね。こ

れきちんとこうやって書いていただいて、例

えばこれから聞くのですけれども、農協の戸
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数が何戸ある、足寄町、それから農協以外の

戸数が何戸あって、全体で何戸ですよとか、

戸数とかいろいろな金額書いてあるわけで

しょう。そういったこともできれば書いてい

ただきたい、提出していただければなと思っ

たのですよ。それでお願いしたのですよ。

○議長（吉田敏男君） なるほど。それ質疑

で戸数だとかすぐ分かりますから、質疑では

だめでしょうか。

○６番（熊澤芳潔君） いや、いいですよ、

質疑でも。どうしてできないのですかね。分

かりました。

○議長（吉田敏男君） そうしたら質疑で。

○６番（熊澤芳潔君） 質疑でやってくださ

いということですか。

○議長（吉田敏男君） お願いします。

○６番（熊澤芳潔君） そうしたら、ちょっ

と納得いかないのだけれども、質疑でお聞き

します。

まずこの支給の根拠だとか、それから対象

人数だとかということでお聞きしたいのです

けれども、今、ただいま木村議員の中で農協

を通してというような感じであったのですけ

れども、これは全戸、足寄町の農業者全戸を

対象ですよね。お聞きします。

○議長（吉田敏男君） ちょっと待ってくだ

さいね。組合員だな。いいですか。

答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほど経済課長のほ

うからお話しさせていただきましたけれど

も、積算額、今回のコロナに関しての農業の

影響額というか、減収額といいますか、そう

いったことでいくと４億９,０００万円ぐら

いの額が出てきていて、それに対して町とし

て、ではその影響額に対してどれだけの支援

をしていこうかという部分で、先ほど積算額

を申し上げました。それで、トータルすると

１億１,５００万円というような額になった

ということであります。

最終的にこの１億１,５００万円を農協に

補助をして、先ほどの木村議員さんからもお

話ありましたけれども、丸投げにしないでと

かということでお話頂きましたけれども、あ

とその中身については、支援をする中身につ

いては農協の中でまたこの原資の中で、農協

の中で十分議論をしていただいて、農業者の

方たちに公平公正にきちんと支給ができる、

誰からも不満の出ない、不満は多少出るかも

しれませんけれども、全員が満足するという

形にはなりません。いずれにしても５億円近

い減収がある中で町として支援できるのは１

億円ぐらいですから、ですから減収をそのま

ま補填できるわけではないので、皆さんが十

分満足できるという金額には多分ならないで

す。ならないですけれども、その配分につい

ては農家の方たちが不満、自分は少ないだと

か多いだとか、そういったような不満のない

ようにきちんと農協の中で検討していただい

て、配分をしていただくということで考えて

おります。

その中には、先ほど積算した中では、組合

員の皆さんの、農協の組合員の皆さんの積算

額でありますけれども、農協の方と話しして

いる中では、やはり町が補助をするのだよ、

補助をするというか支援をするのだよという

ことでいけば、組合員だとかということでは

やっぱりとどまらないだろうと。やっぱり農

業やっている人たちはみんなに支援をすると

いうことになるのではないのかということで

お話もありまして、今回の支援の中では、配

分する段階では組合員さん以外の員外という

のですかね、そういう方たちも含めて配分を

していただくということで農協さんと話はし

ているところであります。

以上でございます。

そして、戸数は組合員さんで全部で２０３

戸の農家が、農家ではなくて組合員さんがい

らっしゃって、組合に入っていらっしゃらな

い方も２２人いらっしゃるということで、全

体では２２５人ということのようであります

ので、最終的な配分というか、それぞれ支援

をする方たちの人数については２２５人にな

るというように思っております。

以上でございます。
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○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） 中身は分かりました

けれども、そうするとこの申請だとか何とか

は農協さんが町の肩代わりをしてやるよと、

そして配分も農協さんがやるよと、組合員以

外の方も足寄町きっと、ちょっとあれなので

すけれども、いろいろな農家さんがあるよ

ね。この２２戸ちょっとどうなのかなと思う

のですけれども、いろいろな農家があるので

すけれども、そういった意味では農協さんが

全員の方にきちんと公平に、先ほど木村議員

も言っていた不公平感のないようにきちんと

責任持ってやると、これは恐らく中身どうい

う形でやったかということは監査員の方も恐

らく聞いていると思うので、恐らく監査の対

象になるかどうか分かりませんけれども、そ

ういったこともなってくるのだろうなと思う

ものですから、私たちは、私はちょっとお聞

きしたかったのですよ。それと、そういうこ

とです。

それから考え方なのです、根拠。要する

に、今まで持続化給付金だとか定額、何とい

いましたか、定額給付金、特定定額給付金の

２種類がありましたよね、今までね。持続化

給付金は２００万円ですよ、それから何ぼ以

上は５００万円ですよとか、それから今度定

額給付金は１０万円ですよという考え方があ

るのですけれども、これがどちらがいいかと

いうことなのですけれども、今先ほど聞く

と、和牛だとかそういった酪農とかというこ

とになっているようでございますので、そう

いった、さっきも言ったように、きちんと不

公平感のないように支援資金でもあるので

しょう、これは。間違いなく支援資金という

ことでは、確認したいのですけれどもいいで

すね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 先ほども申し上げま

したように、国では確かに持続化給付金だと

か定額給付金でしたか、というのは国からの

支給の部分でありますよね。今回のやつにつ

いては、当然国からの支援も受けながら、国

からの交付金も受けながら町が独自でやると

いう形の事業となります。

それで、当然先ほども言いましたように、

町から農家の方個人個人に直接支援という形

もできなくはないですけれども、やはりそこ

の部分でいけば農協にお願いをして、農協か

ら交付していただくというほうがスムーズ

に、言ってみれば口座番号だとか何かそうい

うようなものだとかも含めて、比較的早期に

支給だとかそういったものができるのだろう

なというように思っています。そういった意

味で、農協に補助金という形で交付をして、

農協がそれぞれの農家の方たちに配分をする

というような形になるのかなというように

思っています。

その配分の方法については、先ほども申し

上げましたように、本当に不公平感のないよ

うに農協のほうで十分検討していただきなが

ら配分をしていただくということで考えてお

りますので、その部分については当然補助金

でありますから、補助金を出せばそれに対し

て実績報告だとか、そういったものも町で上

がってくるわけですから、実際にどういう形

でどこのどの農家の方にどれだけの金額が支

給されるだとか、支援金が支給されるかだと

かというのは当然分かってきます。ですか

ら、そのあたりは当然来年の決算審査だとか

そういったところでも当然議員の皆さん方に

見ていただくような形になるかなというよう

に思っております。

それから支援金でありますから、損失補償

ではありませんので、損失をそのまま補償す

るとかそういう形にはなりません。ですか

ら、本当にいろいろとこれ影響が、減収だと

かということで影響が出ましたよと、その中

のある意味お見舞金のような、お見舞金とい

う言い方はちょっと変なのかもしれませんけ

れども、来年もまた頑張ってやってください

ねという、商業者の方だとかにも支給しまし

たけれども、そういうような意味合いでの、

今年の損失大きかったですよねと、だけれど

も、来年もまた頑張ってやっていきましょう
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ねと、事業継続していきましょうねという、

そういう意味合いでのお見舞金というのか支

援金というのか、そういう形で支給をさせて

いただきたいなと思っているところでありま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ６番。

○６番（熊澤芳潔君） 私も今言った、町長

が言った来年もまた頑張ってねということが

強いような金額、お金なのかなという気がし

ますので、やっぱり不公平感というか、そう

いうことのないように、漏れることのないよ

うに支給をしていただきたいということでご

ざいます。その中では、やっぱりいろいろな

国の対象だとかいろいろな、そういった今い

ろいろなデータがあるものですから、そう

いったことからいうとちょっと木村議員お聞

きした中身を若干見ますと、かけ離れている

部分があるのかなという気がしますけれど

も、そういった考え方のもとに不公平感のな

いように、また全農家の方が来年も頑張って

いくというような形になるように支給してい

ただければなというふうに思います。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

１１番。

○１１番（木村明雄君） ここで組合員以外

が大体何人か、２０人くらいいるのですよ

ね。これはどういう人なのか、ちょっと分か

らないわけなのだけれども、これ決め方にも

あろうかと思うのですよね。そして、それと

ここで見ると、足寄農業協同組合という組織

にまずは組織という形の中で入っていく、そ

の中で、今度この２０名にもまたこれよりま

たそこから取って振り分けるというのは

ちょっとどうなのかなという気もしたわけな

のです、今、私。ここで、やはり農協の組織

の、そして組合員に入れるということであれ

ば、そうしたらこの２０件の農家はどうなの

だと。これはその枠から外れるのかというこ

とにもなってくると思う。農業協同組合に入

れるということであれば、そういうこと、私

はそう思うのだけれども、その辺どうなの

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今回の１億１,５０

０万円の中には、先ほども申し上げましたよ

うに、対象者としては農協の組合員、そして

組合員以外でも農業をやっていらっしゃる方

が２０人ぐらいですか、ぐらいいると。その

人たちも含めて農協にお願いをするというこ

とにしております。

それは、確かに組合員と組合員ではない人

たちといて、農協に補助金を出して、組合員

以外の人たちにまで配るのかというような話

になるのかなというように思いますけれど

も、そこは農協としてもやはりこういう状況

の中で農業をやっている人たち、確かに組合

員と組合員でないという、そういう差はある

けれども、でもやっぱりここで支援をしてい

ただきたいということでお話来たときに、農

協の組合員だけということにやっぱり、町が

もしも出すのだとすればやっぱり農協の組合

員だけということにはやっぱりならないので

はないかと。やっぱり農業やっている人たち

みんなを対象にするほうがいいのではないか

というようなお話も頂いて、そこの部分につ

いては組合員ではないけれども、農協として

農業をやっている者同士でありますから、そ

この部分の支援も併せてやらせていただきま

すよということでお話を頂きましたので、そ

ういう形の中で、木村議員おっしゃられるよ

うに、農協に補助金出したら何で組合員以外

の人にまで出すんだ、そこで出さなければな

らないのだというような話にも確かになるか

もしれませんけれども、そこは一緒にやって

いただくということでお願いをしたいなとい

うように思っているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（木村明雄君） 先ほども私言った

ように、これはやっぱり金の問題ですから、

ですからね、これは後からいざこざがあって

はやっぱり困ることだし、まして町関係の金

だからそういうことを考えたときには、やっ
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ぱり後腐れのない形の中でしっかりと話合い

をして指導をして、そして決めていただきた

いと私はそう思うので、ひとつよろしくお願

いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） いずれにしても農協

にお願いをして農協の中で不公平感のないよ

うに、きちんと交付をしていただくというこ

とがまず第１番目に重要なことだろうという

ように思っているところであります。ですか

ら、そのあたりについては農協とも今までの

支援の中でも話をしながら、町から出るお金

が不公平感があってみんなから不満が出るだ

とか、そういうようなことがないような方法

できちんとやっぱり支給しなければだめ、支

援をしていかなければだめだよねということ

でお話をしながら、今回の支援についての決

めてきているところでありますので、いろい

ろと御心配頂いておりますけれども、そのあ

たりについては農協とも十分そういう心配も

いっぱいあるのだよということも含めてお話

をしながら、不公平感のないような、みんな

が町からの支援も頂いてよかったなと言って

もらえるような形で支援をしていければとい

うように思っているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） いいですか。

他に。１２番。

○１２番（井脇昌美君） 私どもの実は所管

の問題で、経済課からしっかりと説明も受

け、皆さん受理したわけなのです、そういう

経過なのですけれども、ちょっと今１、２

点、意外として今農家戸数、当時にはお聞き

したときは２０５戸だよということが今２２

５戸に数値的にもこうして変わってきたとい

うことで、員外さんということで、町長はい

ろいろな中に勇気づける経営の継続をもとに

これは支給されるのだよと、おっしゃるとお

りなのですけれども、これは組合員と非組合

員と均等にやるということは果たして生の身

でできるのかな、本当にと。さっきそれを恐

らく熊澤議員さんがどこまで公平にできるの

だろうと。それは経済課できちんとチェック

はされるのですね、それは。均等になされる

と根拠に基づいて、経済課長が、あなたが窓

口ですから、以前にあった笹の問題の同じこ

とを繰り返すようなことはないように、しっ

かりとチェックできるのですね、それ。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

今言っているように、農協からきちんとし

た公平性含めて、申請出てきた場合について

は、やはり適切な配付方法を含めてきちんと

中身を精査させていただいて、なおかつその

内容もきちんと理事者に報告しながらきちん

と進めてまいりたいというふうに考えており

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） 承知いたしまし

た。

予測されるのですけれども、恐らく後から

いろいろな苦情出ると思います。正直言う

と、それが現実なのですけれども、何とかそ

れが軽微で本当にみんなの、町長の意のある

意見が通るように本当にありがたいと、まず

思っていただければ成功でないかなと、価値

あるのではないかなと思うのですけれども、

一つだけ言葉尻取るようですけれども、週明

けに課長が概算払いをすると、これもまた新

たな耳にした数値、私はこの議会さえ通れ

ば、すぐ敏速にこの１億１,５００万円とい

うものは農協にそれがきちんと移されて、農

協のほうで、言わば基本的なこういう、何と

いうかな、配分に基づいた、しようとする中

ですぐ敏速に年内に一日も早く１時間でも早

く、言わば生き金として使ってもらうような

配分をされると思っていたのですけれども、

概算払いとなると、概算というのは大体８割

から８割５分を普通は概算というのです、概

算といったらね。我々が通常言っているのは

ですよ。でもあくまでも概算というのは、お

ぼろなのですよ。概算払いと課長言いました
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ね。その概算払いという表現でいいのです

か、それ、こういう高額な金額を。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（丸山晃徳君） この会計の用語で

ございまして、補助金というのは本来であれ

ば確定した事業に対して補助金を支出する

と、これが確定払いで、また農協さんでびっ

ちり配分の方法、誰々に幾らという額まで決

まらない中では概算払いというような伝票の

切り方、支出で、精算払いなのか概算払いな

のか前払いなのかというのでいえば、用語的

に概算払いという形になります。

副議長おっしゃるとおり、概算払いという

と大体８割とかやってますけれども、今回に

関しては事前の打合せの中では１億１,５０

０万円全額を概算払いさせていただいて、き

ちんと、１億１,０００万円ですか、すみま

せん。５００万円まだ置いておいてですね。

１億１,０００万円概算払いという伝票の切

り方をして支出をして、そこできっちり精査

をしていただいて、１２月中に農家の方々に

行き渡るような予定で農協のほうとは話をし

ているというところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 概算払いの言葉

の内訳については、今副町長おっしゃってい

るような形なのですけれども、うちのほうと

考えているのは、実は全てが確定するのが今

１２月の市場入っています。いろいろな形で

入っているので、確定するのが１月中旬ぐら

いには全ての数字が確定するというふうに聞

いたので、それからでないとやっぱり精算で

きないということも含めまして、まず最初に

一旦１億１,０００万円を言葉で、うちのほ

うの事務手続の言葉上概算払いというふうな

形で、まず１億１,０００万円速やかに、申

請等そういうのがきちんと精査して承認させ

ていただければ速やかに農協のほうに支払い

すると、そういう意味での概算というふうな

形で御理解していただければと思っておりま

す。残り５００万円については、全てが確定

したらそこできちんと精算して、実績報告と

同時に精算するという形で対応させていただ

きたいというふうな形で考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に農林水産業費、質疑はございません

か。

７番。

○７番（髙橋健一君） 私はその補助金の使

い道ではなくて、そもそもが国から来る交付

金ですね、その使い道と、その配分の方法に

ちょっと素朴な疑問を感じました。

２億６,０００万円ぐらいの交付金が来て

いるのですか、そのうち農業関係で１億１,

５００万円ということは４５％ぐらい、この

農業関係につぎ込まれているということなの

ですよ。非常に素朴な疑問なのですけれど

も、やはり私などはコロナで大変だというと

医療関係とか、そういう予防関係とか、一番

目に入るのは飲食店ですよね。これがすごく

打撃を受けるはずだから、私はそっちのほう

に比重が多くこの補助金が使われるのかな

と、そう思っていましたけれども、いろいろ

話を聞いて、私反対するわけではないですけ

れども、いろいろ限られたお金の分配すると

いうことは非常に大変だなと思いましたけれ

ども、これからコロナもどんどんどんどん

迫ってきています。ひょっとすると足寄にも

もう感染者がいるのではないかと、そういう

うわさも飛び交っている現在、どんどんどん

どんまたお金がかかってくると思うのですよ

ね。そのための準備をするのにこういう資

金、この交付金をきちんと残しておかなけれ

ばいけないのではないかと思っていたのです

けれども、要望なのですけれども、何か一言

あったら、今後の対策を含めて説明を頂きた

いのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今の配分の方法とか

という部分もありますけれども、今回地方創

生臨時交付金ですか、コロナの対応のための

交付金というのがありまして、２回、最初が
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７,６７０万円でしたかね、ぐらいが足寄町

に交付されますよと来て、その後の２億６,

８００万円ぐらいの金額になっているのです

けれども、トータルすると３億４,４００万

円ぐらいですか、ぐらいの金額が足寄町に来

ております。

商工関係、継続事業交付金だとか、それか

らプレミアム商品券だとか、そういったもの

全部ひっくるめて、ひっくるめてというか足

していくと約１億円ぐらいになるのです。確

かに実績として少し落ちるかもしれませんけ

れども、約１億円ぐらいのお金を支給をして

います。今回の農業関係で１億１,０００万

円とかというのが金額になっています。これ

は金額の大きさがどうだこうだという話では

ないのですけれども、そのほかにいろいろな

形で感染対策の部分の備品を買ったりだと

か、支援をしたりだとか、そういったものも

実際その中でやっているところであります。

それについて、今まで行政報告等やってい

る中での一覧表だとか見ていただけると、今

まで対応してきた中身が分かるようになるの

かなというように思っておりますけれども、

いろいろな形で感染対策の本当にコロナに感

染しないための費用だとか、それから経済に

対するその影響額に対する支援だとか、今回

の農協の支援もそういう形の中で一貫して

やっているという形でやってきております。

今の状況でいきますと、大体今まで来てい

るそういう交付金を大体、ほぼほぼ使い切っ

ているような状況になっていまして、今まで

のところでいくと大体１１月ぐらいに、大体

今まで頂いてきた３億３,０００万円ぐらい

の金額については、一旦精算が大体１２月中

ぐらいということになっていましたので、あ

る程度やっぱりこれまでの間に支援できるも

のは支援したいという形でやってきておりま

す。

今回３次補正が政府のほうでまた出されて

きていますので、その中でもまた今後の部分

でそれぞれ自治体に下りてくるお金が多分金

額幾らか分かりませんけれども、総額でいけ

ば１兆５,０００億円でしたか、ぐらいの金

額が積まれているということを聞いておりま

すので、足寄町にもどういう配分になってく

るか分かりませんけれども、幾らかはまた支

援のためのお金が来るのだろうというように

思っています。

そういったものも今後の支援、これから年

末、そして年度末というところまで向かっ

て、まだまだコロナの影響というのはすぐに

終わって影響がなくなるというわけではない

ですから、これからもまたそういう部分でい

ろいろな形で対策をしなければならないとい

うことになりますので、今後の部分について

はまたその第３次の補正だとかを、それを全

部当てにしてということにはならないのかも

しれませんけれども、そういうものも来ると

いうことも含めて、また対応を考えていかな

ければならないと思いますし、まさに今非常

に北海道もそして十勝もだんだん感染者が増

えてきているというような状況の中で、今後

に向けてどういう対応が必要なのかといった

ところを今後も検討させていただきながら、

そしてまた議会の皆さんとも御相談させてい

ただきながら、もしかすると、行政報告の中

でも申し上げましたけれども、時間的に御相

談する時間がないというようなことができた

ときには、随時専決処分だとかというような

形で支援だとか、感染対策だとか、そういっ

た事業を実施させていただくようなこともも

しかしたらあるかもしれませんので、そう

いった部分も含めて御理解いただければとい

うように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ７番。

○７番（髙橋健一君） 限られたお金ですの

で、不公平感がないように有効に使っていた

だきたいと思います。

終わります。

○議長（吉田敏男君） 他に質疑はございま

せんか。

４番。

○４番（榊原深雪君） 農協さんが窓口に
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なってこの支援金を受けとるということです

ので、農協さんの加盟の農家さんでなくても

こうやって支援金を受けとるのは、町長のこ

の支援金の目的、応援をするための、今後も

頑張っていただきたいという趣旨ですので、

農協の加入者とかそういうことではなくし

て、やはり広い、皆さんの広い心で不公平感

を持たないように分けていただくようにして

いただきたいなと思います。

そして、これ一つの例なのですけれども、

この間ニュースでやっていましたけれども、

標津町さんですね、町民全員に漁業組合がサ

ケ１本、ホタテ２キロ、バター２箱、それを

全町民に配ったニュースがやっていました。

そういうことも同じコロナ禍の中でも、そう

いうふうな利益を生むお仕事をされている方

はそういうふうにできるわけですね。だから

いいときに、農協さんの加盟の方でもいいと

きにそういう蓄えしておけば、もちろん給食

にチーズをプレゼントしていただいたりと

か、もちろんされていますけれども、もう少

し余裕を持ったこういう利益を生むようなお

仕事をそれぞれの畑作、それから酪農、いろ

いろあると思いますけれども、もう少し、こ

うなったから助けてくださいとかというよう

なお仕事もされている方もいらっしゃるかも

しれませんけれども、こういう行政が力を貸

していただけるのですから、またいいときに

はしっかりと蓄えをして、自分の仕事の栄養

をつけてこれからも頑張っていただきたいな

と思っているところです。

町長、一言お願いします。

○議長（吉田敏男君） いいですね、質疑で

いいですね。

それでは、他に農林水産業費、ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参り

ます。

４２ページから４４ページ、第７款商工

費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、４４ページか

ら４８ページ、土木費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、４８ページか

ら５０ページ、第９款消防費、質疑はござい

ませんね。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に参ります。

次は５０ページから６２ページ、第１０款

教育費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは、次に６２

ページ、第１２款公債費、質疑はございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に６４ページ、第

１３款職員費、質疑はございませんね。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 歳出総括ございませ

んか。

３番。

○３番（進藤晴子君） 予算計上ちょっとさ

れていないので、ここで言っていいのかどう

かなのですけれども、新型コロナウイルスが

感染拡大している中で、感染状況が町のほう

には情報が来ないということを踏まえてなの

ですけれども、自宅療養者が増えることはも

う多分感染拡大している帯広であるとか、そ

の辺はもう増えていると思います。ホテルで

管理する場合は別なのですけれども、自宅で

いなくてはいけないという人もやっぱり出て

きているとは思うのですが、その人たちの気

になるのはごみですね。ごみをどのように出

しているのかなとちょっと素朴な疑問が私は

あるのですが、医療関係の産業廃棄物に関し

てはやはりしっかり明記していつもよりも

もっと感染をさせないような対応策を取りな

がらごみ出しをしております。一般のごみと

して出していいのかどうか、その辺もちょっ

と分からないところですので、その辺の情報

が入っているのかどうか。そして、もし一般

ごみと一緒に普通に回収されないのであれ
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ば、町が何らかの対処をしてごみを回収して

持っていくのか。そうなるとやはり予算を計

上しなくてはいけないのかなと思いますの

で、その辺のことをちょっとお伺いしたいの

ですけれども。

○議長（吉田敏男君） 今の関係ですけれど

も、今回の補正予算との絡みが全くなくなっ

てきておりますので、この件については後ほ

どお答えを頂いてください。

次に、８ページにお戻りください。

歳入に入ります。

８ページから１７ページ、歳入一括で行い

ます。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 歳入総括ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、４ページにお

戻りください。

第２表繰越明許費補正追加２件、質疑はご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 第３表地方債補正変

更３件、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１０４号令和２年度足寄

町一般会計補正予算（第７号）の件を採決を

します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１０４号令和２年度足

寄町一般会計補正予算（第７号）の件は、原

案のとおり可決されました。

ここで、暫時休憩をいたします。２時半ま

で休憩をいたします。

午後 ２時１５分 休憩

午後 ２時３０分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

８１ページをお開きください。

これから、議案第１０５号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号）の件の質疑を行います。

８６ページから９１ページ、歳入歳出一括

で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１０５号令和２年度足寄

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号）の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１０５号令和２年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）の件は、原案のとおり可決されまし
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た。

次に、９３ページをお開きください。

これから、議案第１０６号令和２年度足寄

町簡易水道特別会計補正予算（第５号）の件

の質疑を行います。

９８ページから１０１ページ、歳入歳出一

括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１０６号令和２年度足寄

町簡易水道特別会計補正予算（第５号）の件

を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１０６号令和２年度足

寄町簡易水道特別会計補正予算（第５号）の

件は、原案のとおり可決されました。

１１１ページをお開きください。

これから、議案第１０７号令和２年度足寄

町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）の件の質疑を行います。

１１６ページから１１９ページ、歳入歳出

一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１０７号令和２年度足寄

町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１０７号令和２年度足

寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）の件は、原案のとおり可決されました。

１２９ページをお開きください。

これから、議案第１０８号令和２年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第３号）の件

の質疑を行います。

１３４ページから１３７ページ、歳入歳出

一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１０８号令和２年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第３号）の件

を採決をします。

この採決は、起立によって行います。
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本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１０８号令和２年度足

寄町介護保険特別会計補正予算（第３号）の

件は、原案のとおり可決されました。

１３９ページをお開きください。

これから、議案第１０９号令和２年度足寄

町介護サービス事業特別会計補正予算（第３

号）の件の質疑を行います。

１４４ページから１４７ページ、歳入歳出

一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１０９号令和２年度足寄

町介護サービス事業特別会計補正予算（第３

号）の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１０９号令和２年度足

寄町介護サービス事業特別会計補正予算（第

３号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。

１５７ページをお開きください。

これから、議案第１１０号令和２年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）の件の質疑を行います。

１６２ページから１６５ページまで、歳入

歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１０号令和２年度足寄

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１０号令和２年度足

寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）の件は、原案のとおり可決されました。

１６７ページをお開きください。

これから、議案第１１１号令和２年度足寄

町上水道事業会計補正予算（第１号）の件の

質疑を行います。

１７０ページ、収益的収入及び支出一括で

行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） １６７ページにお戻

りください。

第３条予算第６条に定めた経費、質疑はご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１１号令和２年度足寄

町上水道事業会計補正予算（第１号）の件を

採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１１号令和２年度足

寄町上水道事業会計補正予算（第１号）の件

は、原案のとおり可決されました。

１７９ページをお開きください。

これから、議案第１１２号令和２年度足寄

町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２

号）の件の質疑を行います。

１８４ページから１８７ページ、収益的収

入及び支出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） １８８ページ、資本

的収入、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） １８０ページにお戻

りください。

第４条予算第５条中、企業債補正、質疑は

ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 第５条予算第８条に

定めた経費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１２号令和２年度足寄

町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２

号）の件を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１２号令和２年度足

寄町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

２号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。

ここで、暫時休憩をいたします。

休憩中に議会運営委員会の開催をお願いを

いたします。

午後 ２時４４分 休憩

午後 ２時５９分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

議会運営委員会委員長から、会議の結果の

報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） た

だいま開催されました、議会運営委員会の協

議の結果を報告いたします。

これより、本日の日程に追加し、意見書案

第８号を即決で審議いたします。

次に、総務産業常任委員会、文教厚生常任

委員会からの所管事務調査期限の延期につい

て、広報広聴常任委員会、議会運営委員会か

らの閉会中継続調査申出書について、審議を

いたします。

以上で、本定例会における議案等の審議

は、本日をもって全て終了する予定でありま

す。
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以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、委員長の

報告を終わります。

お諮りをいたします。

足寄町議会総合条例第４５条の規定によ

り、追加議案を別紙追加議事日程のとおり日

程に追加し、審議することにしたいと思いま

す。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、追加議事日程のとおり日程に

追加し、審議することに決定をいたしまし

た。

◎ 意見書案第８号

○議長（吉田敏男君） 追加日程第１ 意見

書案第８号コロナ禍による地域経済対策審議

を求める意見書の件を議題といたします。

本件については、条例第６５条第３項の規

定により、提案理由の説明を省略をいたしま

す。

これから質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、意見書案第８号コロナ禍による

地域経済対策審議を求める意見書の件を採決

をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、意見書案第８号コロナ禍によ

る地域経済対策審議を求める意見書の件は、

原案のとおり可決されました。

◎ 所管事務調査期限の延期について

○議長（吉田敏男君） 追加日程第２ 所管

事務調査期限の延期についての件を議題とい

たします。

総務産業常任委員会及び文教厚生常任委員

会に付託中の所管事務調査については、調査

が終わらないので、同委員会から次期定例会

まで期限を延期されたいとの要求がありまし

た。

お諮りをいたします。

委員会の要求のとおり、期限を延期するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、総務産業常任委員会及び文教

厚生常任委員会に付託中の所管事務調査につ

いて、調査の期限を委員会の要求のとおり次

期定例会まで延期することに決定をいたしま

した。

◎ 閉会中の継続調査申出書

○議長（吉田敏男君） 追加日程第３ 閉会

中の継続調査申出の件を議題といたします。

広報広聴常任委員会及び議会運営委員会の

委員長から、条例第１３６条の規定によって

お手元に配付をいたしましたとおり、閉会中

の継続調査の申出があります。

お諮りをいたします。

委員長の申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、委員長の申出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定をいたしまし

た。
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◎ 閉会宣告

○議長（吉田敏男君） これをもって、本定

例会の会議に付された案件の審議は全て終了

をいたしました。

これで、本日の会議を閉じます。

令和２年第４回足寄町議会定例会を閉会を

いたします。

午後 ３時０５分 閉会
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